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第
二
章　

学
説
に
お
け
る
行
政
規
則
論
の
活
性
化

　

前
章
で
は
、
判
例
に
お
け
る
、
法
規
命
令
へ
の
授
権
規
定
に
対
す
る
特
定
性
要
請
〔Bestim

m
theitsgebot

〕
の
緩
和
傾
向
と
並
ん

で
、
行
政
の
判
断
余
地
を
手
が
か
り
に
、
規
範
を
具
体
化
す
る
行
政
規
則
〔N

orm
konkretisierende V

erw
altungsvorschrift

〕

の
拘
束
力
を
論
証
す
る
途
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
批
判
が
確
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
方
で
学
説
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
、
行
政
の
命
令
制
定
権
限
に
対
す
る
不
信
感
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
七
〇

年
代
以
降
の
環
境
技
術
法
の
増
加
を
端
緒
と
し
て
、
そ
う
し
た
不
信
感
を
払
拭
し
た
見
解
が
登
場
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
見

解
は
、
行
政
規
則
に
対
し
て
、
直
接
的
な
外
部
効
果
を
、
そ
し
て
行
政
規
則
の
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
試
み
に
と
っ
て
、「
法
律
の
留
保
」
原
則
や
基
本
法
八
〇
条
一
項
の
規
定
は
、
回
避
、
克
服
す
べ
き
対
象
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
見
解
は
、
基
本
法
に
お
け
る
民
主
制
原
理
の
意
義
と
、
そ
れ
に
照
ら
し
た
議
会
と
行
政

と
の
関
係
の
位
置
づ
け
に
定
礎
す
る
こ
と
で
、
そ
の
課
題
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
。
基
本
法
に
お
け
る
民
主
制
原
理
の
意
義
と
そ
の
展

開
は
、
戦
後
公
法
学
に
お
け
る
一
連
の
基
盤
的
業
績
の
成
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
、
基
盤
と
な
る
業
績
の
構
造
を
解
明

し
（
第
一
節
）、
そ
れ
に
定
位
し
た
近
時
の
見
解
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る
裁
判
所
に
対
す
る
行
政
規
則
の
法
的

拘
束
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
第
二
節
）。

（
50
）

（
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第
一
節
　
活
性
化
に
と
っ
て
の
基
盤
的
業
績

　
（
一
）
憲
法
構
造
の
変
化
と
民
主
主
義
の
伸
長
─
─
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
イ
エ
ッ
シ
ュ
─
─

 

（
1
）
基
本
法
下
に
お
け
る
議
会
と
行
政
の
関
係

　
「
法
律
の
留
保
」
が
妥
当
す
る
内
容
や
範
囲
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
侵
害
留
保
〔Eingriffsvorbehalt

〕」
説
は
立
憲
君
主

制
に
お
け
る
憲
法
構
造
の
要
素
で
あ
り
機
能
で
あ
る
と
し
、
基
本
法
に
お
け
る
明
文
規
定
の
不
存
在
、
す
な
わ
ち
法
の
欠
缼
〔Lücken

〕

を
埋
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
民
主
制
原
理
に
照
ら
し
て
、
基
本
法
下
に
お
け
る
「
法
律
の
留
保
」
の
意
義
を
再
定
位
し
た
論
者
と

し
て
、
本
稿
で
は
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
イ
エ
ッ
シ
ュ
の
議
論
か
ら
取
り
上
げ
た
い
。

　

国
家
と
社
会
の
対
立
に
表
さ
れ
る
立
憲
君
主
制
的
憲
法
構
造
は
、
国
家
の
内
部
領
域
（
特
別
権
力
関
係
）
と
社
会
の
内
部
領
域
（
自

由
と
財
産
）
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
領
域
を
措
定
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
立
憲
君
主
制
下
で
は
、
議
会
の
地
位
は
、
行
政
の
本

来
的
自
由
を
、
社
会
の
利
益
代
表
と
し
て
制
限
す
る
と
い
う
立
場
に
あ
り
、
そ
の
一
方
で
行
政
は
、
原
則
と
し
て
自
由
な
地
位
に
置
か

れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
行
政
に
対
す
る
立
法
府
の
授
権
は
、
そ
の
必
要
が
憲
法
か
ら
証
明
さ
れ
得
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
憲
法
上
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
権
限
の
推
定
は
、
君
主
と
行
政
の
た
め
に
語
る
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
基
本
法
は
、
こ
の
よ
う
な
立
憲
君
主
制
で
は
な
く
、
議
院
内
閣
制
と
呼
ば
れ
る
憲
法
構
造
を
採
用
し
た
。
こ
の
憲
法
構
造

の
変
化
に
伴
い
、
行
政
と
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
と
相
互
関
係
が
変
動
す
る
。
具
体
的
に
は
、
今
日
の
国
民
主
権
国
家
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
国
家
権
力
は
国
民
に
由
来
し
、
国
民
が
定
め
た
憲
法
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な
権
限
を
割
り
当
て
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
国
民

に
よ
る
選
挙
を
経
た
議
会
は
最
高
の
国
家
機
関
と
な
り
、
行
政
は
、
議
会
の
下
位
に
置
か
れ
、
議
会
に
従
属
す
る
地
位
に
置
か
れ
る
こ

と
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
立
憲
君
主
制
下
で
な
さ
れ
た
よ
う
な
行
政
優
位
の
権
限
推
定
は
も
は
や
存
在
せ
ず
、
行
政
は
、
憲
法
に
よ
っ

（
52
）
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）

（
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）
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て
割
り
当
て
ら
れ
た
権
限
だ
け
を
担
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
法
で
は
、
唯
一
議
会
だ
け
が
、
憲
法
典
で
予
め
指
示
さ
れ
て

い
な
い
新
た
な
権
限
を
、
他
の
権
力
の
担
い
手
に
指
定
す
る
地
位
に
就
く
も
の
と
さ
れ
た
。

 

（
2
）
基
本
法
下
に
お
け
る
「
法
律
の
留
保
」

　

こ
う
し
た
議
会
と
行
政
の
関
係
か
ら
、
法
律
の
優
位
原
則
は
、
侵
害
行
政
だ
け
で
な
く
給
付
行
政
の
領
域
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
。

そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
議
会
の
授
権
を
要
す
る
範
囲
の
画
定
、
す
な
わ
ち
法
律
の
留
保
の
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
も
っ
と

も
基
本
法
を
見
て
み
る
と
、
命
令
に
対
す
る
留
保
の
問
題
は
、
対
象
領
域
を
問
わ
ず
、
基
本
法
八
〇
条
一
項
で
既
に
解
決
済
み
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
法
八
〇
条
一
項
は
、
規
律
対
象
に
関
す
る
一
切
の
限
定
も
な
く
、
命
令
制
定
に
対
し
て
法
律
に
よ
る
授
権

を
要
請
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
問
題
が
基
本
法
下
で
議
論
と
な
る
余
地
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
エ
ッ
シ
ュ
の
考
察
の
中
心
は
、「
個

別
行
為
に
対
す
る
留
保
の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
」。
こ
の
問
題
に
対
し
て
も
、
イ
エ
ッ
シ
ュ
は
、
具
体
的
な
特
定
の
憲
法
構
造
か
ら
解

答
を
引
き
出
す
。
イ
エ
ッ
シ
ュ
は
こ
こ
で
も
権
限
推
定
に
関
す
る
議
論
を
取
り
上
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
世
紀
の
立
憲
思
想
の
目
的

は
、
も
っ
ぱ
ら
立
憲
君
主
制
を
採
る
国
家
か
ら
国
民
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
立
憲
君
主
制
的
憲
法
構
造
に
お
い
て
、

国
家
に
よ
る
給
付
や
授
益
行
為
の
権
限
は
、
君
主
・
行
政
の
下
に
あ
る
、
と
い
う
推
定
も
当
然
に
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
基
本
法
下

で
は
、
そ
の
推
定
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
基
本
法
の
憲
法
構
造
で
は
、
憲
法
自
体
が
行
政
に
対
し
て
権
限
を
十

分
に
指
定
し
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
す
べ
て
の
活
動
形
式
が
、
最
高
の
国
家
機
関
た
る
議
会
の
授
権
が
あ
っ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
真
正
の
執
行
す
る
権
力
〔echte vollziehende Gew

alt

〕
と
し
て
の
行
政
）。
そ
れ
ゆ
え
、
侵
害
行
為
、

給
付
行
為
を
問
わ
ず
（
も
っ
と
も
、
イ
エ
ッ
シ
ュ
は
、
授
益
・
負
担
と
い
う
性
質
に
着
目
す
る
）、
す
べ
て
の
事
項
が
法
律
の
留
保
の

範
囲
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
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）

（
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）

（
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）
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イ
エ
ッ
シ
ュ
は
、「
侵
害
留
保
」
説
を
立
憲
君
主
制
的
憲
法
構
造
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
「
侵
害
留
保
」
と
い
う
範
囲
画
定
の
脈
絡

を
断
ち
、
基
本
法
で
採
用
さ
れ
た
議
院
内
閣
制
と
い
う
憲
法
構
造
か
ら
、「
全
部
留
保
」
説
の
下
で
説
明
さ
れ
る
議
会
の
規
律
領
域
を

導
き
出
す
。
こ
の
意
味
で
イ
エ
ッ
シ
ュ
は
、
基
本
法
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
枠
内
で
、
民
主
主
義
の
伸
長
と
議
会
権
限
の
拡
張
と
を
連
関

さ
せ
る
立
場
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
連
関
を
割
断
し
、
行
政
も
独
自
に
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
と

論
証
す
る
見
解
が
登
場
す
る
。
そ
の
論
者
は
、
エ
ル
ン
ス
ト-

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
で
あ
る
。

　
（
二
）
民
主
的
正
統
化
論
に
支
え
ら
れ
た
権
力
編
成
（G
ewaltengliederung

）

　
　
　
　

 

─
─
エ
ル
ン
ス
ト-

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
─
─

　

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
法
律
の
留
保
論
は
権
力
分
立
を
め
ぐ
る
議
論
と
密
接
に
関
連
す
る
。
そ
の
際
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
て
い
る

の
は
民
主
的
正
統
化
論
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
も
詳
細
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

 

（
1
）
支
柱
と
な
る
民
主
的
正
統
化
論

　

彼
の
民
主
的
正
統
化
論
は
、「
政
治
的
支
配
力
…
…
は
、
正
当
化
す
る
由
来
（
正
統
化
）
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
正
統
化

は
、
国
民
自
身
の
み
か
ら
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
国
民
以
外
の
機
関
か
ら
は
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
理
解
か
ら

展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
国
民
は
、
憲
法
制
定
権
力
と
な
る
だ
け
で
な
く
、「
国
民
自
身
も
政
治
的
支
配
力
を
行
使
し
、
そ
の
力
を
実
際

に
保
持
し
、
ま
た
は
保
持
す
べ
き
」
だ
と
さ
れ
る
（
基
本
法
二
〇
条
二
項
）。「
民
主
制
は
、
そ
の
〔
政
治
的
支
配
力
の
〕
行
使
が
国
民

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
正
統
化
さ
れ
、
統
制
さ
れ
る
よ
う
に
組
織
さ
れ
る
。
…
…
し
た
が
っ

て
、
国
家
形
態
と
統
治
形
態
と
し
て
の
民
主
制
は
、
国
家
権
力
を
も
つ
こ
と
と
行
使
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
組
織
原
理

4

4

4

4

を
意
味
し
て
い

る
」。
こ
の
組
織
原
理
に
よ
れ
ば
、「
国
家
任
務
を
担
い
、
そ
し
て
国
家
権
限
を
行
使
す
る
に
は
、
国
民
自
身
に
帰
っ
て
い
く
か
、
も
し

く
は
国
民
自
身
か
ら
出
て
く
る
正
統
化
を
要
す
る
（
い
わ
ゆ
る
実
効
的
民
主
的
正
統
化
）」。「
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
初
め
て
、
国

（
61
）

（
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）

（
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）
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民
と
は
異
な
る
、
国
民
か
ら
組
織
的
に
区
分
さ
れ
た
機
関
に
よ
る
国
家
行
為
が
、
国
民
が
こ
れ
ら
の
機
関
を
通
じ
て

4

4

4

4

国
家
権
力
を
行
使

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
基
本
法
二
〇
条
二
項
二
文
）」。

　

こ
こ
で
の
民
主
的
正
統
化
は
、
三
つ
の
形
態
で
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
作
用
的
お
よ
び
制
度
的
な
民
主
的
正
統
化
、

第
二
に
、
組
織
的
・
人
的
正
統
化
、
第
三
に
、
事
項
的
・
内
容
的
正
統
化
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
ま
ず
始
め
に
着
目
す
べ

き
は
、
第
一
の
作
用
的
お
よ
び
制
度
的
な
民
主
的
正
統
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
憲
法
制
定
者
自
身
が
、
立
法
権
、
執
行
権
お
よ
び
裁

判
権
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
作
用
と
機
関
（
組
織
的
意
味
に
お
け
る
権
力
）
と
し
て
構
成
し
て
お
り
、
国
民
が
、
そ
れ
を
通
じ
て
自
ら
よ

り
発
す
る
国
家
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
（
基
本
法
二
〇
条
二
項
）。
こ
の
点
で
、
イ
エ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に
、

基
本
法
の
憲
法
構
造
を
分
析
す
る
中
で
民
主
制
原
理
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
包
括
的
な
議
会
留
保
や
法
律
留
保
を
導
き
出
し

た
り
、
あ
る
い
は
広
範
な
決
定
に
対
す
る
執
行
権
の
排
他
的
権
限
を
拒
絶
し
た
り
す
る
こ
と
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
主
権
者
た
る
国
民
に
由
来
す
る
正
統
性
を
獲
得
し
た
国
家
の
作
用
と
機
関
は
、
さ
ら
に
第
二
と
第
三
の
形
態
の
民
主
的
正

統
化
の
形
態
を
経
る
こ
と
で
、
民
主
的
正
統
化
が
実
効
的
・
具
体
的
に
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
の
形
態
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
組
織
的
・
人
的
正
統
化
で
は
、
国
家
行
為
が
委
ね
ら
れ
た
官
職
保
持
者
に
対
す
る
、
国
民
ま
で
遡
る
不
断
の
正
統
性
の
連

鎖
が
重
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
国
民
に
よ
る
間
接
的
・
直
接
的
任
命
を
通
じ
て
人
的
・
組
織
的
な
還
元
可
能
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ

る
。
他
方
で
、
第
三
の
形
態
で
あ
る
事
項
的
・
内
容
的
正
統
化
で
は
、
法
律
へ
の
拘
束
と
民
主
的
責
任
と
い
う
方
法
に
よ
る
、
国
家
行

為
の
内
容
の
国
民
意
思
へ
の
還
元
が
問
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
直
接
に
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
機
関
と
し
て
議
会
が
法
律
を
制
定
し
、

他
の
全
て
の
国
家
機
関
が
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
一
方
で
、
選
挙
に
よ
る
議
員
の
国
民
に
対
す
る
責
任
や
内
閣
の
議
会
に
対
す
る
責
任
と

い
っ
た
、「
国
家
機
関
に
与
え
ら
れ
て
い
る
任
務
の
遂
行
方
法
に
対
し
て
認
め
ら
れ
た
民
主
的
責
任
」
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
第
二
と
第
三
の
正
統
化
形
態
は
相
互
に
補
完
可
能
な
だ
け
で
な
く
、
組
織
的
正
統
化
と
人
的
正
統
化
の
間
で
も
、
事
項
的
正
統
化

（
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と
内
容
的
正
統
化
の
間
で
も
相
互
に
補
完
可
能
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
構
造
化
さ
れ
た
民
主
的
正
統
化
論
の
眼
目
は
、「
国
家
の
公
的
な
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
潜
在
的
の
み
な
ら
ず
実
効

的
に
、
特
定
の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
の
意
思
で
は
な
く
個
々
の
国
民
の
全
体
の
意
思
へ
、
つ
ま
り
全
国
民
へ
と
還
元
す
る
可
能
性
を

有
す
る
構
造
的
枠
組
み
を
存
立
さ
せ
、
維
持
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
こ
の
構
造
的
枠
組
み
の
中
で
、
権
力
分
立
論
も
再
構
築
さ
れ
る
。

 

（
2
）
議
会
と
行
政
の
権
力
編
成
（Gew

altengliederung

）
と
法
律
の
留
保

　

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
に
と
っ
て
、
権
力
分
立
と
い
う
用
語
そ
れ
自
体
も
正
し
く
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
一
体
で
あ
る
国
家
権
力
は
、

分
割
も
、
諸
々
の
異
な
る
権
力
に
切
断
も
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
行
使
に
従
っ
て
区
分
さ
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝

統
的
な
権
力
分
立
論
に
お
い
て
目
標
と
さ
れ
た
の
は
、
様
々
な
政
治
的
・
社
会
的
勢
力
の
も
つ
政
治
的
な
力
の
分
割
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
二
〇
条
二
項
一
文
に
お
い
て
「
あ
ら
ゆ
る

4

4

4

4

国
家
権
力
の
行
使
に
対
し
て
、
民
主
的
で
、
国
民
に
由
来
す
る
正
統
化
、
あ
る
い
は
国

民
へ
と
遡
及
す
る
正
統
化
を
要
請
す
る
」
基
本
法
で
は
、「
国
民
の
機
関
と
し
て
機
能
す
る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
『
個
別
の
機
関
』

を
通
じ
て
国
家
権
力
を
行
使
す
る
の
は
、
国
民
だ
け
で
あ
る
。
権
力
編
成
は
、
作
用
編
成
と
し
て
意
図
さ
れ
、
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
国
家
権
力
の
行
使
を
民
主
的
に
正
統
化
す
る
要
請
か
ら
領
域
ご
と
に
離
脱
さ
せ
る
た
め
の
権
原
を
含
ま
な
い
」。
す
な
わ
ち
、

基
本
法
に
お
け
る
権
力
の
編
成
は
、
国
家
権
力
を
い
く
つ
か
の
「
作
用
」
に
区
分
し
、
こ
れ
を
複
数
の
機
関
に
配
分
・
編
成
す
る
こ
と

に
弱
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
だ
け
で
な
く
政
府
・
行
政
も
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
以
上
、
立

法
作
用
は
、
ど
ち
ら
の
機
関
に
も
配
分
さ
れ
る
余
地
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

伝
統
的
に
両
機
関
の
権
限
配
分
規
準
と
な
っ
て
い
た
法
規
概
念
を
採
用
し
な
い
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
に
と
っ
て
、
法
規
概
念
に
よ
り

流
入
し
て
い
た
内
容
的
価
値
は
、
法
律
概
念
か
ら
失
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
法
律
概
念
は
、
議
会
に
お
け
る
国
民
代
表
に
よ
る
議
論
や
手

続
の
公
開
性
に
基
づ
き
、
他
の
国
家
機
関
に
よ
る
規
律
や
指
示
の
全
て
に
優
位
す
る
拘
束
性
を
備
え
た
も
の
と
し
て
、
法
学
的
・
憲
法
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理
論
的
見
地
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
法
律
概
念
は
、
妥
当
性
と
手
続
に
関
す
る
概
念
と
な
り
、「
民
主
的
な
憲

法
構
造
の
中
心
的
な
部
品
」
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
法
律
制
定
者
が
「
為
し
て
も
よ
い
こ
と
」
で
は
な
く
「
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
」
を
探
究
す
る
法
律
の
留
保
の
議
論
か
ら
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
内
容
の
境
界
画
定
が
問
題
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
基
本
法
下
の
両
機
関
に
お
け
る
立
法
作
用
の
配
分
規
準
が
新
た
に
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
基
本
法
ド
グ
マ
ー

テ
ィ
ク
上
の
配
分
規
準
と
し
て
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
本
質
性
理
論
」
を
用
い
る
。

 

（
3
）
配
分
規
準
と
し
て
の
本
質
性
理
論

　
「
本
質
性
と
い
う
規
準
の
狙
い
は
、
法
定
立
そ
の
も
の
を
包
括
す
る
こ
と
に
は
も
は
や
無
く
、
法
定
立
に
お
け
る
特
定
の
段
階
を
包

括
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
段
階
と
は
、
外
部
効
果
を
も
っ
た
規
範
に
よ
る
規
律
と
し
て
の
性
格
を
越
え
て
、
内
容
に
関
す
る
法
的
性

質
に
よ
っ
て
際
立
つ
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
法
律
よ
り
下
位
の
法
定
立
形
式
に
対
し
て
境
界
を
画
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
は
、

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
が
既
に
要
請
し
て
い
た
よ
う
に
、（
憲
法
に
次
ぐ
）
最
高
位
の
法
定
立

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
り
、
…
…
諸
々
の
法
関
係
、
生
活
領

域
お
よ
び
活
動
領
域
の
本
質
的
な
も
の
を
包
摂
し
、
そ
し
て
下
位
〔
の
規
範
〕
に
対
し
て
自
ら
境
界
を
画
定
す
る
」。
す
な
わ
ち
、
こ

こ
で
一
般
論
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
国
家
機
関
の
内
外
と
い
っ
た
規
律
領
域
の
性
質
へ
の
着
目
に
よ
る
、
法
律
と
そ

れ
よ
り
下
位
の
法
定
立
形
式
の
境
界
画
定
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
律
内
容
に
お
け
る
本
質
的
事
項
と
非
本
質
的
事
項
と
の
段
階
的

な
違
い
に
基
づ
く
境
界
画
定
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
境
界
画
定
は
、
議
会
の
規
律
領
域
と
行
政
の
規
律
領
域
の
境
界
も
画
定
す

る
。
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
に
お
い
て
は
、
本
質
性
理
論
が
採
用
さ
れ
た
帰
結
と
し
て
、
法
律
の
留
保
と
議
会
留
保
が
一
致
す
る
こ
と
と

な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
は
、
規
律
内
容
の
性
質
を
問
わ
ず
、
本
質
的
な
事
項
を
、
法
律
と
い
う
形
式
で
以
て
、
自
ら
規
律
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
応
じ
て
、「
本
質
性
と
い
う
規
準
に
該
当
し
な
い
規
律
に
つ
い
て
、
法
律
に
従
属
し
〔gesetzesabhängig

〕、
特
定
化
し
、

（
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具
体
化
す
る
法
定
立
は
、
行
政
の
機
能
領
域
に
属
す
る
」
た
め
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
法
定
立
に
は
法
律
制
定
者
に
よ
る
特
定
化
さ
れ

た
授
権
や
詳
細
な
規
律
が
不
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
規
律
権
限
は
、
本
質
的
事
項
を
規
律
す
る
法
律
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
準
拠

し
て
い
る
た
め
、
行
政
に
始
原
的
な
〔originär

〕
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
限
り
で
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
行
政
規
則
の
外
部
効

果
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
見
解
が
後
述
の
学
説
の
基
盤
と
な
り
え
た
の
は
、
行
政
も
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
こ
と
を
論

証
し
た
た
め
で
あ
る
。
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
民
主
的
正
統
化
論
を
基
盤
と
し
て
、
国
家
機
関
へ
の
権
限
配
分
と
い
う
局
面
に
お
い
て
、

よ
り
流
動
的
な
配
分
を
認
め
る
基
本
法
解
釈
が
切
り
拓
か
れ
た
。
実
際
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
本
質
性
理
論
に
照
ら
す
こ
と
で
、

本
質
的
で
は
な
い
領
域
に
お
け
る
行
政
の
規
範
制
定
権
限
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
議
会
と
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
領
域
を
憲
法
レ
ベ
ル
で
区
分
す
る
と
い
う
着
想
そ
れ
自
体
は
、
異
な
る
論
者
に
も
見
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
主
と
し
て
議
会
と
行
政
の
現
実
の
働
き
を
観
察
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
行
為
形
式
の
機
能
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
で
、
行
政
が
制
定
し
た
規
範
の
も
つ
、
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
に
つ
い
て
論
じ
る
見
解
も
存
在
す
る
。
そ
の
代
表
的
な

も
の
が
、
フ
リ
ッ
ツ
・
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
見
解
で
あ
る
。

　
（
三
）
行
政
の
機
能
領
域
に
お
け
る
行
政
規
則
─
─
フ
リ
ッ
ツ
・
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
─
─

　

オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
見
解
は
、
一
九
六
八
年
の
『
行
政
規
則
と
基
本
法
』
を
筆
頭
に
、
一
連
の
著
作
で
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
に

他
の
学
説
の
発
展
に
応
じ
た
変
化
も
み
ら
れ
る
が
、
議
論
の
大
枠
を
維
持
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
学

説
で
採
ら
れ
た
枠
組
み
は
、
本
稿
に
お
い
て
も
取
り
扱
う
必
要
は
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
、
議
会
と
行
政
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
に

照
ら
し
て
把
握
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
行
政
規
則
の
法
的
拘
束
力
を
包
括
的
に
論
証
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
構
造
も
ま
た
、
近
時
の
学
説

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
取
り
上
げ
る
べ
き
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
見
解
は
、
法
律
の
留
保
に
関
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す
る
議
論
と
行
政
規
則
の
法
的
拘
束
力
に
関
す
る
議
論
で
あ
ろ
う
。

 
（
1
）
議
会
と
行
政
の
関
係
─
─
議
会
の
機
能
領
域
と
行
政
の
機
能
領
域
─
─

　
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
国
家
作
用
と
し
て
の
行
政

　

ま
ず
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
議
会
と
行
政
の
間
に
は
、
確
か
に
国
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
か
否
か
と
い
う
点
で
人
的
正

統
性
の
程
度
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
制
度
的
に
は
、
共
に
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
機
関
だ
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
議

会
に
よ
る
民
主
的
正
統
性
の
独
占
は
否
定
さ
れ
る
た
め
、「
民
主
的
正
統
性
と
い
う
論
拠
で
以
て
議
会
の
全
部
留
保
を
基
礎
づ
け
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

全

て
の
試
み
は
、
は
じ
め
か
ら
間
違
い
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
議
会
と
行
政
は
「
協
力
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
基
本
法
に
お
け
る
「
法
律
の
留
保
」
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
基
本
法
に
お
け
る
「
法
律
の
留
保
」

　

そ
こ
で
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
が
注
目
す
る
の
は
、
基
本
法
下
で
の
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
、
議
会
と
行
政
の
事
実
上
の
関
係
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
議
院
内
閣
制
で
は
、
議
会
と
行
政
の
過
度
な
人
的
結
合
、
と
り
わ
け
共
通
す
る
指
導
者
の
存
在
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ

た
議
会
多
数
派
と
行
政
（
官
僚
機
構
）
の
「
政
治
的
同
質
性
〔H

om
ogenität

〕」
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
つ
て
は
重
要
で

あ
っ
た
行
政
に
よ
る
権
力
の
簒
奪
か
ら
議
会
権
限
を
守
る
こ
と
は
、
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
基
本
法
下

で
は
、
議
会
が
、『
責
任
か
ら
の
逃
避
』
と
し
て
、
ま
た
は
選
挙
や
権
力
の
駆
け
引
き
に
お
け
る
考
慮
か
ら
、
自
ら
の
権
限
を
行
政
に

委
譲
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
に
と
っ
て
、

「
法
律
の
留
保
」
論
は
、
議
会
と
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
規
律
領
域
を
画
定
す
る
議
論
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
政
治
的
同
質
性
」
を
備
え
た
議
会
と
行
政
の
規
律
領
域
は
ど
の
よ
う
に
区
分
け
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
曰
く
、「
一

体
と
し
て
の
国
家
の
規
律
権
力
は
、
国
家
作
用
に
応
じ
て
、『
議
会
の
』
規
律
権
力
と
『
行
政
の
』
規
律
権
力
に
分
配
さ
れ
る
」。「『
議
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会
の
』
規
律
権
力
お
よ
び
『
行
政
の
』
規
律
権
力
の
問
題
は
、
憲
法
理
解
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
絶
え
ず
新
し
く
課
題
と
し

て
提
起
さ
れ
、
い
わ
ば
常
に
監
視
を
必
要
と
す
る
」。
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
一
般
的
抽
象
的
な
標
識
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を

静
態
的
に
画
定
す
る
従
前
の
理
解
で
は
な
く
、
時
に
は
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
民
主
的
正
統
化
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
規
律
領
域
の
動

態
的
区
分
を
目
的
と
し
て
、「
拡
張
さ
れ
た
法
律
の
留
保
」
説
と
呼
ば
れ
る
理
解
を
採
る
。
こ
れ
は
、
法
律
の
留
保
の
範
囲
と
内
容
に

つ
い
て
、
固
よ
り
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
「
侵
害
」
的
な
規
律
に
加
え
、
と
り
わ
け
民
主
制
原
理
に
依
拠
し
て
、「
非
侵
害
」
的
な
規

律
事
項
へ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
拡
張
を
指
向
す
る
と
い
う
意
味
で
の
動
態
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
動
態
的
に
区

分
さ
れ
た
議
会
と
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
領
域
に
お
い
て
、
法
律
、
法
規
命
令
、
行
政
規
則
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
把

握
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

（
2
）
議
会
の
規
律
領
域
に
お
け
る
法
律
と
法
規
命
令

　

法
律
と
法
規
命
令
の
関
係
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
基
本
法
八
〇
条
一
項
の
位
置
づ
け
を
論
じ
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
り
、
そ
れ

は
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
も
例
外
で
は
な
い
。
ま
ず
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
同
条
項
の
歴
史
的
刻
印
の
克
服
か
ら
始
め
る
。
す
な
わ

ち
、
同
条
項
の
制
定
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
「
現
行
憲
法
が
議
会
へ
の
法
定
立
の
集
中
を
出
発
点
と
し
た
こ
と
は
正
し
い
」
が
、「
こ
れ

は
、
民
主
制
原
理
か
ら
必
ず
も
た
ら
さ
れ
る
帰
結
で
は
な
い
」。「
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る
経
験
と
い
う
背
景
か
ら
理
解
さ
れ
る

憲
法
上
の
決
定
…
…
は
、
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
」。
そ
こ
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
環
境
法
や
技

術
安
全
法
が
増
加
し
た
結
果
、「
基
本
法
八
〇
条
一
項
か
ら
、
ま
た
は
民
主
制
に
基
づ
く
要
請
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
議
会
に
よ
る
法
定

立
の
独
占
は
、
浮
世
離
れ
し
た
も
の
で
あ
り
、
非
現
実
的
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、「
基
本
法
八
〇
条
一
項
は
、
適
正
に
配
分
し
、
内
容
的
に
特
定
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
の
み
、
法
定
立
権
力
を
行
政
に
移

転
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
『
責
任
か
ら
の
逃
避
』
は
阻
止
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
は
じ
め
か
ら
法
律
に
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結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
法
治
国
的
保
障
（
行
政
の
恣
意
か
ら
の
保
護
）
は
、
維
持
さ
れ
た
ま
ま
と
な
る
」。
つ
ま
り
、
当
該
条
項
は
、

一
般
的
な
「
阻
止
効
」
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
法
律
の
留
保
に
服
す
る
内
容
の
規
律
を
、
議
会
が
行
政
に
授
権
す
る
場
合
に
の
み
意

義
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
限
定
的
に
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
規
命
令
は
、
議
会
の
機
能
領
域
に
お
け
る
授
権
に
基
づ
く
、

派
生
的
な
〔abgeleitet

〕
命
令
制
定
権
の
形
式
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
行
政
の
規
律
領
域
を
認
め
る
オ

ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
派
生
的
な
命
令
で
あ
る
法
規
命
令
の
他
に
、
始
原
的
な
命
令
を
制
定
す
る
権
限
も
認
め
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る

形
式
が
行
政
規
則
で
あ
る
。

 

（
3
）
行
政
の
規
律
領
域
に
お
け
る
行
政
規
則
の
拘
束
力

　

行
政
規
則
と
は
、「
消
極
的
に
は
、
伝
統
的
意
味
に
お
け
る
法
規
命
令
以
外
の
、
行
政
権
に
よ
る
全
て
の
一
般
的
抽
象
的
な
規
律
」

で
あ
り
、「
積
極
的
に
は
、
行
政
権
に
独
自
に
帰
属
し
て
い
る
作
用
領
域
に
お
い
て
行
政
権
が
定
立
す
る
一
般
的
抽
象
的
な
規
律
」
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
行
政
規
則
を
制
定
す
る
行
政
の
権
限
と
は
、「
法
律
の
留
保
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
規
律
内
容
に
関
す
る
、
法

律
の
優
位
に
服
す
る
限
り
の
、
独
自
の
、
作
用
内
在
的
で
、
始
原
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
法
律
の
留
保
」
の
範
囲
外
に
あ
る
規
律
内
容
に
つ
い
て
始
原
的
な
行
政
の
命
令
制
定
権
限
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
に
対
応
す
る
行
為
形
式
で
あ
る
行
政
規
則
そ
の
も
の
の
法
的
拘
束
力
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
に
と
っ

て
、「
法
律
お
よ
び
法
規
命
令
か
ら
な
る
古
典
的
法
源
と
行
政
規
則
と
の
区
別
は
、
長
く
信
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
、
内
部
効
と
外
部

効
の
対
置
で
は
な
く
、
む
し
ろ
拘
束
力
の
様
式
と
強
度
に
あ
」
り
、
そ
し
て
、
こ
の
拘
束
力
は
、
行
政
規
則
の
「
内
容
と
機
能
」
の
類

型
に
応
じ
て
異
な
る
。
も
っ
と
も
、
裁
判
所
に
対
す
る
行
政
規
則
の
拘
束
力
を
論
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
行
政
裁
判
所
に
よ

る
統
制
の
範
囲
を
論
じ
る
こ
と
を
意
味
し
、
行
政
規
則
に
対
す
る
行
政
裁
判
所
に
よ
る
統
制
密
度
の
問
題
と
し
て
現
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

た
と
え
同
じ
類
型
の
行
政
規
則
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
拘
束
力
の
程
度
は
、
対
象
が
行
政
か
裁
判
所
か
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
と
な
る
。
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そ
れ
で
は
、
類
型
化
に
よ
り
行
為
嚮
導
的
行
政
規
則
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
行
政
規
則
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
い
か
な
る
拘
束
力
を
備

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
規
範
を
解
釈
す
る
行
政
規
則
の
場
合
、
裁
判
所
は
当
然
に
、
そ
の
行
政
規
則
に
定
め
ら
れ
た
法
的
見
解
や
法
解
釈
の
結
論
を
、

原
則
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
は
、
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な

る
。
次
に
、
裁
量
を
嚮
導
す
る
行
政
規
則
の
場
合
、
こ
れ
は
、
個
別
の
事
件
に
お
け
る
行
政
の
裁
量
瑕
疵
の
有
無
を
審
査
す
る
基
準
と

し
て
は
裁
判
所
を
拘
束
す
る
一
方
で
、
こ
の
行
政
規
則
そ
れ
自
体
が
行
政
に
認
め
ら
れ
た
裁
量
の
逸
脱
濫
用
に
当
た
る
か
否
か
を
審
査

す
る
限
り
で
、
裁
判
所
に
よ
る
統
制
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
規
範
を
具
体
化
す
る
行
政
規
則
の
場
合
、
原
則
と
し
て
裁
判
所

に
対
す
る
拘
束
力
を
有
す
る
が
、
特
定
の
例
外
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
拘
束
力
を
破
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
例
外
と
は
、

第
一
に
、
規
範
を
具
体
化
す
る
行
政
規
則
の
内
容
が
法
律
の
範
囲
内
に
あ
る
か
否
か
を
裁
判
所
は
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

結
果
、
法
律
の
範
囲
外
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
第
二
の
例
外
は
、
規
範
を
具
体
化
す
る
行
政
規
則
が
知
見
の
進
歩
に
よ

っ
て
時
代
遅
れ
の
も
の
と
な
っ
た
場
合
で
あ
り
、
第
三
の
例
外
は
、
典
型
的
で
な
い
事
実
関
係
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
肝
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
行
政
規
則
の
間
で
、
拘
束
力
の
区
別
が
な
さ
れ
る
根
拠
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
従
来
の
見
解
は

不
明
確
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
規
範
を
解
釈
す
る
行
政
規
則
と
規
範
を
具
体
化
す
る
行
政
規
則
は
必

ず
し
も
明
確
に
区
別
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
区
別
の
基
準
と
な
り
う
る
不
確
定
法
概
念
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。
す
な
わ
ち
、「
不
確
定
法
概
念
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
具
体
化
に
お
い
て
も
、
行
政
は
、
裁
判
所
の
機
能
領
域
に
入

り
込
む
」。
行
政
規
則
の
「
こ
う
し
た
拘
束
力
は
、
行
政
の
機
能
領
域
か
ら
直
接
に
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
特
別
の
法

的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
」。
こ
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
行
政
規
則
の
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
は
、
そ
の
制
定
権
限
の
根
拠
と
さ
れ
た

行
政
の
機
能
領
域
で
は
な
く
、
そ
れ
を
授
権
し
た
法
律
を
根
拠
と
し
て
初
め
て
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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以
上
、
行
政
規
則
に
関
す
る
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
所
説
を
概
観
し
た
が
、
そ
の
基
本
的
な
道
具
立
て
は
、「
法
律
の
留
保
」
の
妥

当
領
域
を
画
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
議
会
と
行
政
の
活
動
能
力
に
応
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
規
律
領
域
の
区
別
に
あ
る
。
こ
れ
を
行

政
に
よ
る
規
範
定
立
と
い
う
活
動
に
照
ら
せ
ば
、
一
方
で
は
、
議
会
に
よ
る
拡
張
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
規
律
領
域
に
属
す
る
事
項
は
、

行
政
へ
の
授
権
が
基
本
法
八
〇
条
一
項
の
特
定
性
要
請
に
適
う
限
り
で
、
法
規
命
令
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
う
る
。
他
方
、
行
政
の
規
律

領
域
内
で
は
、
行
政
規
則
の
投
入
可
能
性
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
枠
組
み
が
採
ら
れ
た
目
標
は
、
そ
の
時
々
に
直
面
す
る
課

題
に
対
し
て
国
家
が
適
切
に
対
処
し
う
る
余
地
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
行
政
規
則
が
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束

力
を
備
え
る
た
め
に
は
、
特
別
な
法
的
根
拠
が
必
要
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
節
　
学
説
に
お
け
る
行
政
規
則
論
の
発
展
と
そ
の
限
界

　

オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
基
本
法
下
で
は
議
会
も
行
政
も
共
に
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
議
会
と
行

政
の
領
域
を
画
定
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
系
譜
の
な
か
で
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
政
府
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
構
造
に
適
合
的
な
権
限
配
分
を
よ
り
全
面
的
に
展
開
し
た
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
論
者
と
し
て
、
ア
ル
ミ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ボ
グ
ダ
ン
デ

ィ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
（
一
）
機
能
的
考
察
に
基
づ
く
行
為
形
式
論
の
展
開
─
─
ア
ル
ミ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
─
─

　

ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
は
、
立
法
作
用
と
は
、
異
な
る
機
関
に
よ
る
協
働
プ
ロ
セ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
行
為
形
式
か
ら
な
る

多
様
か
つ
複
雑
な
レ
ジ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
理
解
の
下
で
ま
ず
も
っ
て
重
要
と
な
る
の
が
、
立
法
作
用
に
お
け
る
役
割
分

担
、
す
な
わ
ち
議
会
と
政
府
に
割
り
当
て
ら
れ
る
立
法
権
限
の
配
分
で
あ
る
。
そ
の
作
業
に
あ
た
り
、
次
の
三
つ
の
指
導
原
理
が
設
定

さ
れ
る
。

（
99
）

（
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）
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（
1
）
三
つ
の
指
導
原
理

　

第
一
の
指
導
原
理
は
、「
民
主
制
原
理
」
で
あ
る
。
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、
民
主
制
概
念
は
、「
区
別
概
念
〔klassifikatorisch-

er Begriff

〕」
と
「
比
較
概
念
〔kom

parativer Begriff

〕」
の
二
段
階
か
ら
な
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。「
区
別
概
念
」
と
し

て
の
民
主
制
は
、
選
挙
を
通
じ
て
構
成
さ
れ
る
国
家
機
関
に
よ
る
、
一
般
に
は
憲
法
に
制
限
さ
れ
、
個
別
に
は
人
権
に
制
限
さ
れ
た
統

治
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
は
、
民
主
的
正
統
性
の
有
無
の
み
が
問
題
と
さ
れ
る
た
め
、
民
主
的
か
否
か
の
区
別
し
か
な
い
。
こ
の
段
階

で
民
主
的
と
判
断
さ
れ
た
と
き
に
登
場
す
る
の
が
、「
比
較
概
念
」
と
し
て
の
民
主
制
で
あ
る
。
こ
の
民
主
制
概
念
は
、「
注
意
深
く
形

成
さ
れ
た
関
与
の
形
態
に
よ
っ
て
、
法
定
立
の
民
主
的
意
義
を
更
に
強
化
す
る
」
こ
と
を
意
味
し
、「
よ
り
民
主
的
な
」
在
り
方
を
志

向
す
る
こ
と
も
ま
た
、
民
主
制
原
理
の
要
請
で
あ
る
と
い
う
。

　

第
二
は
、「
法
治
国
原
理
」
で
あ
る
。
こ
の
原
理
の
一
般
的
な
内
容
と
は
、
国
家
機
関
が
、
個
人
の
法
的
地
位
を
構
成
す
る
要
件
を

認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
理
の
下
で
は
、
個
人
に
対
す
る
侵
害
は
、
適
格
な
要
件
に
該
当
し
て
い
る
限
り
で
許
容
さ
れ
、
そ
し
て

個
人
に
は
、
そ
の
法
的
地
位
の
保
護
を
求
め
る
裁
判
上
の
手
続
き
が
準
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　

第
三
の
指
導
原
理
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
機
能
性
原
理
」
で
あ
る
。
国
家
の
高
権
的
諸
権
力
は
そ
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
場

合
、
そ
の
正
当
性
を
失
う
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
の
下
位
シ
ス
テ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
国
家
が
、
そ
の
権
力
行
使
に
あ
た
っ

て
正
当
性
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
他
の
下
位
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
著
し
い
働
き
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
特
に
法

定
立
の
場
面
で
は
、
法
規
範
は
、
社
会
に
お
け
る
規
律
要
請
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
高
度
に
差
異
化
・
複
雑
化
し
た
社

会
で
は
、
支
配
の
担
い
手
が
も
つ
正
統
性
が
広
く
確
信
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
そ
の
担
い
手
の
実
効
性
の
た
め
の
条
件
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
う
機
能
的
優
位
性
の
た
め
の
条
件
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
原
理
は
、
前
二
者
の
指
導
原
理
と
抵
触
す
る
よ
う
な
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
支
配
を
志
向
す
る
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他
の
指
導
原
理
を
必
要
と
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
初
め
て
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。

（
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（
2
）
指
導
原
理
に
照
ら
し
た
議
会
と
政
府
の
機
能
─
─
規
範
制
定
手
続
に
着
目
し
て
─
─

　

ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
は
、
特
定
の
行
為
形
式
の
機
能
を
、
そ
の
行
為
形
式
を
用
い
る
機
関
の
機
能
と
連
結
さ
せ
る
立
場
か
ら
、
議
会
と
政

府
の
機
能
に
注
目
す
る
。「
行
為
形
式
の
意
義
あ
る
定
義
は
、
そ
れ
を
用
い
る
機
関
の
機
能
か
ら
の
み
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
」。
つ

ま
り
、
議
会
の
機
能
が
、
法
律
の
機
能
と
な
る
の
で
あ
る
（「
継
手
〔Gelenk

〕」
と
し
て
の
法
律
概
念
）。
両
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

は
、
前
述
の
三
つ
の
指
導
原
理
に
照
ら
し
て
導
き
出
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
社
会
に
お
い
て
国
家
全
体
が
そ
の
機
能
を
十
全
に
発
揮

し
う
る
よ
う
に
、
民
主
制
原
理
と
法
治
国
原
理
に
基
づ
き
、
か
つ
各
国
家
機
関
の
構
造
に
照
ら
し
た
、
国
家
機
関
間
で
の
権
限
配
分
が

志
向
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
法
定
立
の
場
面
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
範
制
定
手
続
が
着
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
は
、
ま
ず
議
会
手
続
の
態
様
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
議
会
の
機
能
の
析
出
を
お
こ
な
う
。
彼
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
議

会
手
続
で
は
、
政
府
与
党
と
野
党
の
間
で
な
さ
れ
る
公
開
の
討
論
だ
け
で
な
く
、
非
公
開
の
場
所
で
な
さ
れ
る
個
々
の
議
員
の
活
動
も

重
要
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
議
員
は
、
時
に
は
与
野
党
の
違
い
を
越
え
て
、
政
府
の
政
策
に
賛
同
も
批
判
も
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
政
府
は
、
野
党
と
の
関
係
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
政
党
に
所
属
す
る
議
員
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
政
策
に
関

す
る
調
整
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
議
会
の
機
能
を
見
出
す
に
あ
た
り
、
議
会
手
続
の
実
態
を
個
々
の
議

員
と
い
う
単
位
か
ら
捉
え
る
点
は
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
そ
れ
よ
り
も
、
実
際
上
の
活
動
に
着
目
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
法
治
国
原
理
の
下
で
は
動
態
的
権
利
保
護
の
観
点
が
重
視
さ
れ
る
。
動
態
的
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
議
会
は
、

利
用
で
き
る
行
為
形
式
が
法
律
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
制
定
手
続
に
お
い
て
、
個
々
の
議
員
と
の
利
益
調
整
と
い
う

労
力
が
不
可
避
で
あ
る
た
め
に
、
十
分
に
機
能
し
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
任
務
を
実
現
す
る
手
法
を
議
会
と
比
べ
て
多
く

備
え
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
議
会
以
上
に
迅
速
な
手
続
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
種
多
様
な
手
段
を
柔

軟
か
つ
迅
速
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
政
府
は
、
議
会
よ
り
も
動
態
的
な
権
利
保
護
に
適
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
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そ
れ
に
加
え
て
、
民
主
制
の
観
点
か
ら
は
、
法
律
制
定
手
続
は
、
議
員
以
外
の
者
が
参
加
で
き
な
い
と
い
う
排
他
性
を
有
し
て
い
る

た
め
に
、「
区
別
概
念
」
の
意
味
に
お
い
て
民
主
的
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
法
規
命
令
お
よ
び
行
政

規
則
は
、
そ
の
制
定
手
続
に
お
い
て
、
そ
の
時
々
の
社
会
に
お
け
る
利
益
団
体
や
関
係
団
体
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

よ
り
一
層
民
主
的
な
手
続
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
う
る
（「
比
較
概
念
」
と
し
て
の
民
主
制
）。
そ
れ
ゆ
え
、
法
規
命
令
お
よ
び
行
政
規
則

は
、
関
係
者
の
適
切
な
関
与
の
下
で
、
複
雑
な
利
益
状
況
の
中
で
も
事
物
に
適
し
た
一
般
的
な
規
律
モ
デ
ル
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
法
律
の
機
能
と
法
律
よ
り
下
位
の
規
範
の
機
能

　

こ
れ
ら
の
分
析
を
踏
ま
え
、
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
は
、
議
会
手
続
の
特
色
に
基
づ
き
、
法
律
の
主
た
る
機
能
を
、
政
治
的
共
同
体
に
関
わ

る
決
定
の
自
己
理
解
や
論
争
の
余
地
あ
る
問
題
、
な
ら
び
に
一
般
的
な
統
治
原
理
の
規
定
と
い
っ
た
次
元
に
限
定
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
よ
う
な
「
本
質
的
」
な
事
項
を
め
ぐ
る
、
政
府
反
対
派
の
議
員
に
よ
る
統
制
可
能
性
と
そ
の
対
応
の
た
め
に
な
さ
れ
る
政
府
多
数

派
の
説
明
可
能
性
に
こ
そ
、
議
会
の
機
能
が
際
立
つ
か
ら
で
あ
る
。「
本
質
性
を
め
ぐ
る
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
は
、
政
府
多
数
派
と
反
対

派
に
対
し
て
、
個
人
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
領
域
に
対
す
る
政
治
的
な
注
意
を
向
け
さ
せ
る
」。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
政
治
の
レ

ベ
ル
で
本
質
的
な
事
項
こ
そ
、
個
々
の
議
員
に
よ
る
利
害
調
整
が
な
さ
れ
る
た
め
に
、
議
会
の
法
律
制
定
手
続
を
経
た
決
定
に
適
し
て

い
る
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
議
会
の
機
能
に
基
づ
き
法
律
の
規
律
対
象
が
狭
く
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
対
置

さ
れ
た
、「
法
律
に
付
属
す
る
行
為
形
式
」
で
あ
る
法
律
よ
り
下
位
の
規
範
の
規
律
対
象
は
大
幅
に
拡
大
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
法
律

に
付
属
す
る
行
為
形
式
」
と
い
う
上
位
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
法
規
命
令
と
行
政
規
則
に
は
、
法
律
の
規
律
対
象
以
外
の
事
項
を
規
律
す

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
3
）
法
規
命
令
と
行
政
規
則
の
区
別
─
─
法
的
拘
束
力
の
観
点
か
ら
─
─

　
内
部
と
外
部
か
ら
な
る
区
分
の
捨
象

　

ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
の
議
論
は
、
政
府
と
議
会
の
権
限
分
配
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
議
会
と
政
府
・
行
政
の
規
範

制
定
手
続
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
政
府
・
行
政
が
制
定
し
た
規
範
を
「
法
律
に
付
属
す
る
行
為
形
式
」
と
い
う
上
位
概
念
で
包
括
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
政
府
・
行
政
と
議
会
の
権
限
分
配
の
レ
ベ
ル
で
は
、
法
規
命
令
と
行
政
規
則
と
の
区
別
は
、
あ
ま
り
重
要
視
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
実
際
、
こ
の
二
つ
の
形
式
は
、
制
定
に
関
す
る
授
権
の
有
無
と
い
う
形
式
的
な
観
点
か
ら
区
別

さ
れ
る
も
の
の
、
行
政
規
則
に
も
私
人
に
対
す
る
拘
束
力
が
そ
も
そ
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
行
政
規
則
と
法
規

命
令
・
法
律
の
区
別
に
用
い
ら
れ
て
い
た
内
部
効
果
と
外
部
効
果
の
峻
別
は
、
単
な
る
内
部
と
外
部
の
空
間
的
メ
タ
フ
ァ
ー
に
過
ぎ
ず
、

「
す
べ
て
の

4

4

4

4

行
政
規
則
は
、
国
家
権
威
の
執
行
と
国
家
の
強
制
力
に
よ
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
伴
う
高
権
的
行
為
な
の
で
あ
っ
て
…
…
そ

れ
ゆ
え
に
名
宛
人
お
よ
び
第
三
者
に
対
し
て
妥
当
す
る
法
を
意
味
す
る
」。
こ
う
し
た
説
示
か
ら
す
る
と
、
法
規
命
令
と
行
政
規
則
が

備
え
る
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
に
違
い
は
見
出
さ
れ
得
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
拘
束
力
に
は
明
確
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
行
政
規
則
が
備
え

る
義
務
付
け
の
態
様
を
法
規
命
令
と
同
じ
も
の
と
す
る
場
合
、
抜
け
道
と
な
る
論
拠
〔A

rgum
ent der U

m
gehung

〕
が
は
び
こ

る
」
か
ら
で
あ
る
。
基
本
法
八
〇
条
一
項
の
特
定
性
要
請
は
、
そ
う
し
た
場
合
に
対
す
る
防
衛
線
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
。

　
行
政
規
則
の
拘
束
力
と
「
よ
き
理
由
」

　

で
は
、
行
政
規
則
は
ど
の
よ
う
な
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
は
、
行
政
規
則
は
、
法
規
命
令

よ
り
も
「
柔
軟
な
」
様
態
で
私
人
の
法
領
域
を
規
律
す
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
「
柔
軟
な
」
と
い
う
形
容
詞
に
込
め
ら
れ
た
意
味
は
、

（
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次
の
記
述
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
裁
判
所
は
、『
よ
き
理
由
〔gute Gründe

〕』
が
行
政
規
則
の
（
通
常
の
）
適
用
に

対
し
て
不
都
合
と
な
る
場
合
の
み
、
行
政
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
高
権
的
措
置
を
、
破
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
こ
れ
は
、
原
則

と
し
て
、
行
政
規
則
に
は
法
律
や
法
規
命
令
と
同
等
の
、
一
般
的
な
拘
束
力
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
例
外
と
し
て
、
例
え
ば
問
題

と
な
っ
て
い
る
行
政
規
則
の
規
定
を
適
用
す
れ
ば
、
私
人
に
対
す
る
不
利
益
的
取
扱
い
に
な
る
な
ど
の
「
よ
き
理
由
」
が
あ
る
場
合
、

裁
判
所
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
政
規
則
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
の
所
説
は
、
国
家
、
政
治
、
そ
し
て
社
会
の
制
御
に
お
け
る
政
府
の
大
き
な
優
位
性
と
い
う
経
験
上
疑
う
こ
と
の
で

き
な
い
所
見
を
、
規
範
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
野
心
的
な
試
み
で
あ
る
。
法
定
立
権
限
の
分
配
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
は
、
規
範
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
機
関
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
実
証
的
に
観
察
可
能
な
事
実
上
の
機
関
の
機
能
も
積
極

的
に
投
入
し
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
例
え
ば
、
公
開
の
討
議
だ
け
で
な
く
、
議
会
手
続
に
お
け
る
原
子
論
的
に
把
握
さ
れ
る
議
員
像
ま

で
も
措
定
し
た
上
で
議
会
の
機
能
の
論
証
を
試
み
た
点
に
、
そ
の
特
色
が
極
め
て
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
把
握
さ
れ
た
議
会
と
政
府
の
機
能
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
た
立
法
作
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
所
管
す
る
行
為

形
式
で
あ
る
法
律
お
よ
び
法
規
命
令
・
行
政
規
則
に
対
し
て
、
そ
の
ま
ま
転
写
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
法
定
立
に
関
し
て
、
従
来
の
議

論
に
比
べ
て
、
一
方
で
は
議
会
の
権
限
が
縮
減
さ
れ
、
他
方
で
は
政
府
の
権
限
が
拡
張
さ
れ
る
結
論
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
本
質
性
理
論
の
構
築
に
照
ら
す
と
、
こ
う
し
た
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
流
の
本
質
性
理
論
の
利
用
は
不

可
能
で
あ
る
。「
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
本
質
性
理
論
に
関
す
る
判
例
は
、
議
会
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
意
義
を
有
す
る
に
留
ま
り
、

法
律
の
留
保
を
再
構
築
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
行
政
の
始
原
的
権
限
を
引
き
出
す
逆
の
推
論
を
本
質
性
理
論
か
ら
引
き
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
」。
さ
ら
に
行
政
規
則
の
裁
判
所
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
に
関
す
る
論
証
を
み
て
も
、
論
理
的
一
貫
性
に
欠
け
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
規
命
令
も
行
政
規
則
も
共
に
制
定
機
関
は
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
は
法
規
命

（
117
）

（
118
）

（
119
）



論　　　説

（阪大法学）65（1-270）　270 〔2015. 5 〕

令
に
は
一
般
的
な
拘
束
力
を
認
め
、
他
方
で
、
行
政
規
則
に
も
法
的
拘
束
力
を
認
め
つ
つ
も
、「
よ
き
理
由
」
に
基
づ
い
て
拘
束
力
が

否
定
さ
れ
る
余
地
を
認
め
う
る
立
場
に
対
し
て
は
、
そ
う
し
た
峻
別
が
成
立
す
る
た
め
の
理
屈
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が

な
い
以
上
、「
よ
き
理
由
」
は
包
括
的
、
あ
る
い
は
事
後
的
な
説
明
概
念
に
す
ぎ
ず
、
何
ら
規
準
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
授
権
に
基
づ
く
規
範
制
定
裁
量
に
お
け
る
類
別
─
─
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
─
─

　

ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
は
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
よ
り
も
積
極
的
に
、
作
用
＝
権
限
法
的
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

能
力
に
対
応
さ
せ
る
か
た
ち
で
、
法
律
、
法
規
命
令
、
行
政
規
則
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
導
き
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
行
政
の
自
立
的
な
規
範
制
定
権
限
を
導
き
出
し
た
と
し
て
も
、
行
政
規
則
そ
れ
自
体
が
法
的
拘
束
力
を
備
え
る
こ
と
の
論
証
に
成
功

し
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
法
律
に
よ
る
授
権
に
焦
点
を
当
て
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
の
見
解
が
登
場
す
る
。

 

（
1
）「
行
政
の
自
立
性
」
と
規
範
制
定
裁
量
─
─
法
律
と
行
政
の
関
係
性
─
─

　
法
律
に
よ
る
拘
束
と
行
政
の
自
立
性

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
の
議
論
の
基
盤
を
な
す
の
は
、「
行
政
の
自
立
性
」
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
に

よ
れ
ば
、
行
政
は
、「
憲
法
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
自
立
し
た
制
度
」
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
議
会
と
行
政
の
関
係
で
は
な
く
、

法
律
と
行
政
の
関
係
か
ら
議
論
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
行
政
の
自
立
性
」
と
は
、「
行
政
の
法
律
拘
束
性
の
反
面
で
あ
る
」
と
い

う
。
法
律
に
よ
る
規
律
は
、
そ
れ
自
体
静
態
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
日
々
流
転
す
る
生
活
上
の
事
情
を
不
完
全
に
し
か
把
握
で
き
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
律
の
適
用
を
任
務
と
す
る
行
政
は
、
法
律
学
的
方
法
論
の
意
味
に
お
け
る
型
通
り
の
適
用
、
す
な
わ
ち
包
摂
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
法
律
が
残
し
て
い
る
形
成
余
地
に
お
い
て
も
作
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
法
律
に
完
全
に

拘
束
さ
れ
た
行
政
も
、
法
律
か
ら
全
く
自
由
な
行
政
も
、
…
…
現
実
に
は
存
在
し
な
い
」
と
さ
れ
、
法
律
を
起
点
と
し
た
行
政
の
把
握

が
試
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
と
行
政
の
関
係
を
別
の
言
葉
で
言
い
換
え
た
も
の
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
が
提
示
す
る

（
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「
法
律
に
指
揮
さ
れ
た
行
政
」
と
い
う
観
念
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、「
行
政
は
、
自
由
に
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
全
般
的
に
法
的
に

指
揮
さ
れ
る
権
力
と
し
て
、
法
律
と
行
為
の
委
任
に
基
礎
を
置
く
諸
基
準
に
方
向
づ
け
ら
れ
、
こ
う
し
た
諸
基
準
を
授
権
の
枠
内
で
自

立
的
に
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
観
念
の
下
、
行
政
に
よ
る
裁
量
の
行
使
は
、
法
の
適
用
で
あ
り
、
法

の
具
体
化
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
要
件
の
構
造
に
照
ら
し
て
、
規
範
制
定
に
着
目
し
た
も
の
が
規
範
制
定
裁
量
で
あ
る
。
シ

ュ
ミ
ッ
ト-
ア
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
法
規
命
令
と
行
政
規
則
は
、
規
範
制
定
裁
量
を
行
使
す
る
手
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
律
と
個
別

事
例
の
中
間
に
存
在
し
て
い
る
「
広
域
統
制
の
手
法
」
な
の
で
あ
る
。

　
規
範
制
定
裁
量
に
お
け
る
法
規
命
令
と
行
政
規
則

　

規
範
制
定
裁
量
を
行
使
す
る
手
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
法
規
命
令
と
行
政
規
則
は
、
法
秩
序
の
単
な
る
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
関
係
で
は

な
く
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
関
係
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、「
法
規
命
令
は
む
し
ろ
、
機
能
の
多
様
性
に
よ
っ
て

際
立
っ
て
い
る
」
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
は
評
価
す
る
。
そ
の
他
の
行
政
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
規
範
に
比
べ
て
、
法
規
命
令
が

備
え
る
特
殊
な
機
能
は
、「
法
規
命
令

4

4

4

4

だ
け
が
法
律
と
同
様
の
包
括
的
な
拘
束
力
を
有
し
、
そ
の
効
力
は
裁
判
所
を
含
め
た
す
べ
て
の

法
適
用
機
関
に
及
ぶ
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
特
別
な
拘
束
力
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
法
規
命
令
に
は
「
特
別
な
法
的
予
防

措
置
」
と
し
て
、
規
律
領
域
を
あ
ら
か
じ
め
構
造
化
す
る
法
律
の
根
拠
が
必
要
と
な
る
。
基
本
法
八
〇
条
は
そ
れ
を
規
定
し
た
も
の
と

理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

法
律
に
対
す
る
法
規
命
令
の
こ
う
し
た
関
係
を
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-
ア
ス
マ
ン
は
、「
法
律
付
属
性
〔Gesetzesakzessorität

〕」
と

表
現
す
る
。
こ
の
表
現
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
規
命
令
に
関
す
る
従
来
の
二
つ
の
理
解
の
排
除
が
意
図
さ
れ
る
。
そ
れ
は

「
始
原
的
な

4

4

4

4

〔originär

〕
法
定
立
」
と
す
る
理
解
と
「
委
任
さ
れ
た

4

4

4

4

4

〔delegiert
〕
法
定
立
」
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
前
者
の
理
解

は
、
こ
の
「
始
原
的
」
と
い
う
語
が
法
律
に
よ
る
予
め
の
構
造
化
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
限
り
で
、
否
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
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な
ら
、
命
令
権
に
は
、
特
別
の
妥
当
力
が
あ
る
が
ゆ
え
に
事
項
的
に
規
定
さ
れ
る
法
律
の
留
保
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の

理
解
は
、「
委
任
」
の
も
つ
語
義
か
ら
採
用
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
本
来
、
委
任
と
は
委
任
者
の
権
限
を
受
任
者
に
移
し
替
え
る

こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
意
味
に
照
ら
せ
ば
、
議
会
が
法
定
立
を
独
占
し
て
い
る
観
念
に
繋
が
る
。
し
か
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
に

と
っ
て
、
議
会
の
法
定
立
独
占
は
存
在
せ
ず
、
す
べ
て
の
法
定
立
は
議
会
の
授
権
を
必
ず
し
も
要
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

 

（
2
）
法
規
命
令
と
行
政
規
則
の
区
別
─
─
一
般
的
拘
束
力
と
差
異
化
さ
れ
た
拘
束
力
─
─

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
に
と
っ
て
、
法
規
命
令
は
法
命
題
で
あ
り
、
一
般
的
拘
束
力
を
持
つ
も
の
と
さ

れ
る
。
そ
の
性
質
は
、
主
と
し
て
マ
ウ
ラ
ー
の
見
解
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
法
律
や
規
則
〔Satzung

〕
と
同
じ
く
「
実

質
的
意
味
の
法
律
」
概
念
に
由
来
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
法
規
命
令
は
、
そ
の
法
律
付
属
性
と
い
う

特
徴
ゆ
え
に
、
法
律
に
よ
る
予
め
の
指
示
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
そ
の
指
示
は
、
ど
の
程
度
の
密
度
で
な
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
議
会
と
行
政
と
い
う
「
規
範
定
立
の
次
元
ご
と
に
異
な
る
認
識
能
力
と
形
成
能
力
が
出
来
る
か
ぎ
り
適
切
に
投
入
さ

れ
う
る
よ
う
に
、
規
律
す
べ
き
事
項
領
域
を
規
範
定
立
の
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
に
『
分
割
す
る
』
と
い
う
一
体
的
な
問
題
」
と
し
て
構
成

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
議
会
と
行
政
の
活
動
能
力
を
基
準
と
し
て
、
法
律
に
よ
る
適
切
な
規
律
密
度
が
測
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
こ
で
は
、「
議
会
が
な
し
え
な
い
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
行
政
に
よ
る
法
定
立
の
段
階
で
特
に
適
切
に
な
し
う

る
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
も
と
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
基
本
法
八
〇
条
一
項
二
文
に
お
け
る
三
要

件
に
結
び
付
け
ら
れ
た
実
体
法
上
の
「
拘
束
の
量
」
を
測
る
立
場
は
放
棄
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
実
体
法
上
の
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た

基
準
だ
け
で
な
く
、
手
続
法
上
の
基
準
ま
で
も
が
授
権
規
定
を
構
成
す
る
要
素
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
同
条
項
同
文
の
特
定
性
要
請

は
、「
十
分
な
」
特
定
性
を
志
向
す
る
も
の
と
し
て
再
定
位
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
他
の
外
的
指
標
、
す
な
わ
ち
法
規
命
令
の
認

（
127
）

（
128
）



行政による規範定立の再定位（二・完）

（阪大法学）65（1-273）　273 〔2015. 5 〕

証
・
公
布
手
続
（
基
本
法
八
二
条
）、
連
邦
参
議
院
の
同
意
留
保
（
八
〇
条
二
項
）、
法
的
根
拠
の
明
示
（
八
〇
条
一
項
三
文
）
か
ら
な

る
要
件
が
満
た
さ
れ
た
も
の
が
、
法
規
命
令
と
な
る
。

　

他
方
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
は
、
行
政
規
則
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
行
政
内
部
に
対
す
る
法
命
題
を
定
立
す
る
規
範
で
あ
っ
て
、

そ
の
拘
束
力
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
、
行
政
規
則
の
種
類
に
応
じ
た
法
的
拘
束
力
を
も
つ
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
組

織
計
画
的
行
政
規
則
や
勤
務
秩
序
的
行
政
規
則
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
行
為
嚮
導
的
行
政
規
則
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
的
拘
束
力
に
は

大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
さ
ら
に
行
為
嚮
導
的
行
政
規
則
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
規
範
を
解
釈
す
る
行
政
規
則
と
規
範
を
具
体
化
す
る

行
政
規
則
と
い
う
両
極
の
間
に
は
、
拘
束
力
の
違
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
規
範
を
解
釈
す
る
行
政
規
則
が
裁
判
所
を
拘
束

す
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
規
範
を
具
体
化
す
る
行
政
規
則
に
は
、
大
幅
な
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
。
後
者
は
、

「
通
常
事
例
（
の
み
）
を
拘
束
す
る
。
非
典
型
事
例
ま
た
は
技
術
面
で
の
新
た
な
発
展
に
鑑
み
る
こ
と
で
、
こ
の
拘
束
力
は
考
慮
さ
れ

な
い
」
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
体
系
化
を
踏
ま
え
、
行
政
規
則
は
、「
差
異
化
さ
れ
た
拘
束
力
を
有
す
る
行
為
形
式
」
と
呼
ば
れ

る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
行
政
規
則
は
法
的
拘
束
力
を
備
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
行
政
規
則
の
根
拠
を
形
成
す
る
の
は
、
本
性
に
由
来
す
る
〔naturw

üchsig

〕『
命
令
権
』
で
は
な
い
。
そ

の
根
拠
は
む
し
ろ
法
的
に
承
認
さ
れ
た
権
限
を
基
盤
と
し
、
こ
の
権
限
は
、
一
部
は
基
本
法
そ
の
も
の
…
…
に
見
い
だ
さ
れ
、
一
部
は

行
政
組
織
法
、
予
算
法
、
公
勤
務
法
に
見
い
だ
さ
れ
る
」。
そ
し
て
、「
こ
の
行
政
の
権
限
が
そ
れ
ぞ
れ
の
法
分
野
に
お
い
て
包
括
的
に

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
」、「
特
別
の
授
権
を
行
政
規
則
は
必
要
と
し
な
い
」。
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
の
見
解
は
、

オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
や
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
の
よ
う
な
、
基
本
法
か
ら
直
接
に
行
政
に
固
有
の
機
能
（
規
律
）
領
域
を
認
め
よ
う
と
す
る
見

解
と
は
別
異
な
も
の
で
あ
る
。
行
政
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
授
権
が
存
在
し
な
い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
分
野
を
構
築
し

（
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て
い
る
法
律
の
解
釈
を
通
じ
て
、
行
政
の
権
限
の
包
括
的
な
割
当
て
が
導
き
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
論
理
構
造
を

と
る
と
き
、
そ
の
作
業
の
前
提
に
は
、「
規
範
授
権
理
論
」
と
い
う
捉
え
方
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

（
3
）「
規
範
授
権
理
論
」
と
そ
の
限
界

　
「
規
範
授
権
理
論
」
と
は
、
明
示
的
根
拠
が
な
く
と
も
、
裁
判
所
に
よ
る
文
言
解
釈
、
お
よ
び
そ
の
他
の
要
素
（
行
政
機
関
の
地

位
・
組
織
・
任
務
方
法
）
か
ら
、
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
授
権
が
見
い
だ
せ
る
と
す
る
枠
組
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、

原
則
と
し
て
、
行
政
の
法
適
用
を
完
全
に
統
制
す
る
権
限
を
有
す
る
が
、
例
外
的
に
、
そ
の
権
限
が
制
限
さ
れ
る
。
そ
の
例
外
と
し
て

の
「
裁
判
所
に
よ
る
統
制
の
制
限
は
、
規
範
に
よ
り
、
つ
ま
り
原
則
と
し
て
立
法
者
に
承
認
さ
れ
て
お
り
、
解
釈
に
よ
っ
て
確
認
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
す
な
わ
ち
、
規
範
授
権
理
論
の
枠
組
み
で
は
、
作
用
＝
権
限
法
的
考
察
は
、
法
律
よ
る
授
権
を
認
識
す
る
際

の
補
充
的
解
釈
方
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
法
律
に
定
位
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
規
範

〔N
orm

〕」
で
は
な
く
、「
法
律
授
権
理
論
」
と
称
す
る
方
が
適
切
と
な
ろ
う
。

　

さ
て
、
規
範
授
権
理
論
の
枠
組
み
か
ら
す
れ
ば
、
法
規
命
令
と
行
政
規
則
は
、「
行
政
の
自
立
性
」
に
支
え
ら
れ
た
規
範
制
定
裁
量

の
行
使
と
し
て
包
括
さ
れ
る
。
両
者
は
、
そ
の
効
果
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
備
え
る
拘
束
力
の
違
い
に
収
斂
す
る
も
の
の
、
そ
の

要
件
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
拘
束
力
の
違
い
に
応
じ
た
規
律
密
度
が
、
規
範
制
定
裁
量
を
授
権
す
る
規
定
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
の
極
が
法
規
命
令
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
そ
の
規
定
が
基
本
法
八
〇
条
一
項
の
要
請
に
適
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
極
は
、
原
則
と
し
て
裁
判
所
を
拘
束
す
る
こ
と
の
な
い
規
範
を
解
釈
す
る
行
政
規
則
で
あ
り
、
組
織
法
等
の
包
括
的
な
授

権
で
足
り
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
の
見
解
は
、
法
律
に
よ
る
授
権
を
手
が
か
り
に
、
法
的
拘
束
力

と
い
う
観
点
か
ら
、
法
規
命
令
と
行
政
規
則
の
段
階
化
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。「
規
範
授
権
理
論
」
と
い
う
枠
組
み
で
説
明
し
た
こ

と
に
よ
り
、
行
政
に
よ
る
す
べ
て
の
規
範
制
定
行
為
に
と
っ
て
、
何
ら
か
の
法
律
の
根
拠
が
必
要
と
さ
れ
た
。
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確
か
に
、
組
織
法
や
予
算
法
を
も
判
断
の
基
礎
と
す
る
こ
と
で
、
行
政
規
則
を
制
定
す
る
権
限
が
法
律
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
て
い
る

と
い
う
枠
組
み
そ
れ
自
体
、
そ
し
て
、
行
政
規
則
と
は
集
合
概
念
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
規
律
内
容
や
機
能
に
応
じ
た
差
異
が
当
然

に
存
在
す
る
以
上
、
そ
の
叙
述
と
し
て
「
差
異
化
さ
れ
た
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
筋
が
通
っ
て
い
る
も
の
と
い
え

よ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
行
政
と
裁
判
所
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
た
場
合
、
行
政
規
則
に
法
的
拘
束
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
す
る
論
証
は
十

分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
規
範
授
権
理
論
は
、
法
律
制
定
者
に
よ
る
授
権
を
推
測
す
る
こ
と
で
、
行
政
と
裁
判
所

の
間
に
お
け
る
最
終
決
定
権
限
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
示
的
な
法
律
上
の
授
権
が
存
在
す
る
場
合
、
裁
判
所
は
、

そ
の
授
権
に
従
っ
て
、
自
ら
の
審
査
を
限
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
行
政
規
則
は
、
換
言
す
れ
ば
、
規
範
を
具
体
化
す
る
行

政
規
則
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
律
に
よ
る
明
示
的
な
授
権
、
例
え
ば
作
用
法
的
授
権
が
存
在
し
な
い
場

合
に
、
何
故
、
個
々
の
行
政
規
則
そ
れ
自
体
が
裁
判
所
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
を
備
え
う
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明

確
で
あ
る
。
法
律
上
の
明
示
的
な
授
権
が
存
在
し
な
い
場
合
と
は
、
個
別
事
例
に
お
け
る
法
律
の
解
釈
を
通
じ
て
授
権
を
見
出
す
余
地

が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
が
述
べ
る
行
政
規
則
の
裁
判
所
に
対
す
る
「
拘
束
力
」
と
は
、
少
な
く
と
も
行

政
規
則
そ
の
も
の
が
備
え
る
も
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
自
己

4

4

拘
束
の
結
果
と
し
て
、
あ
た
か
も
法
的
な
「
拘
束
力
」
が
行
政
規
則
に

浮
か
び
上
が
る
現
象
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
は
、
そ
も
そ
も
の
前
提
と
し
て
、
法
定
立
は
議
会
の
独
占
事
項
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し

て
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
南
回
り
決
定
の
存
在
で
あ
る
。
同
決
定
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
す
る
。「
基
本
法
の
自

由
主
義
的
民
主
的
制
度
に
お
い
て
、
立
法
府
と
し
て
の
議
会
に
は
、
規
範
定
立
と
い
う
憲
法
上
の
任
務
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る

（BV
erfGE 34, 52, 59; 49, 89, 124ff.; 68, 1, 87

参
照
）。
政
府
お
よ
び
行
政
は
、
執
行
権
に
つ
い
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
（BV

er-

（
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fGE 30, 1, 28

参
照
）。
行
政
の
任
務
に
属
す
る
の
は
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
二
文
に
お
け
る
“執
行
権
〔V

ollziehende Gew
alt

〕
”

と
い
う
表
現
か
ら
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
個
別
事
例
に
お
け
る
法
律
の
執
行
で
あ
る
（BV

erfGE 83, 60, 72; 93, 37, 67

も
参
照
）」。

当
該
説
示
は
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
諸
判
決
か
ら
推
察
す
る
に
、
制
度
的
お
よ
び
作
用
的
民
主
的
正
統
化
の
形
態
に
関
わ
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
制
定
者
の
決
定
に
よ
れ
ば
、
行
政
に
固
有
の
法
規
範
制
定
権
限
は
存
在
せ
ず
、
法
規
範
制
定
権
限
は
、
一
次
的

に
は
議
会
が
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
判
旨
に
対
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
は
、「
法
律
の
留
保
論
と
本
質
性
理
論
の
き
め
細
や
か
な
定
め
と
調
和
し
て
い
な

い
」
と
批
判
し
た
上
で
、「
政
策
形
成
の
権
限
が
あ
り
、
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
政
府
」
に
は
、
独
自
の
活
動
領
域
を
承
認

す
る
こ
と
が
む
し
ろ
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
。
し
か
し
、
政
治
的
形
成
の
権
限
を
付
与
さ
れ
、
そ
し
て
議
会
と
の
関
係
を
通
じ
て
人

的
・
組
織
的
に
正
統
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
政
府
の
独
自
の
活
動
領
域
に
「
規
範
定
立
と
い
う
憲
法
上
の
任
務
」
が
含

ま
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
、
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
を
有
す
る
規
範
を
定
立
す

る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
規
範
制
定
権
限
の
配
分
で
あ
る
。
そ
の
権
限
を
配
分
す
る
中
で
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
機
関
と
し
て
基
本
法

が
想
定
し
て
い
る
の
は
、
議
会
だ
け
で
は
な
い
。
法
律
に
よ
る
授
権
が
存
在
し
（
事
項
的
・
内
容
的
正
統
化
）、
か
つ
連
邦
政
府
、
連

邦
大
臣
、
お
よ
び
ラ
ン
ト
政
府
が
名
宛
人
と
さ
れ
て
い
る
限
り
で
（
人
的
・
組
織
的
正
統
化
）、
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
機
関
が
法

規
命
令
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
担
う
こ
と
も
ま
た
、
基
本
法
は
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
基
本
法
八
〇
条
）。

小
括

　
近
時
の
見
解
の
議
論
構
造
─
─
行
政
に
よ
る
規
範
制
定
権
限
の
正
統
化
根
拠
─
─

　

近
時
の
ド
イ
ツ
公
法
学
で
は
、
行
政
に
よ
る
規
範
定
立
と
し
て
法
規
命
令
と
行
政
規
則
を
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
を
相
対
化
さ
せ

（
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る
議
論
が
活
発
に
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
の
要
石
は
、
基
本
法
に
お
け
る
憲
法
構
造
の
変
遷
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
学
説
に
お
い
て

も
、
と
り
わ
け
イ
エ
ッ
シ
ュ
以
降
、
民
主
制
原
理
を
憲
法
原
理
と
し
て
組
み
込
ん
だ
、
議
会
と
行
政
の
権
限
分
配
論
が
語
ら
れ
た
こ
と

に
あ
る
。

　

権
限
配
分
の
局
面
に
お
い
て
、
イ
エ
ッ
シ
ュ
は
、
憲
法
上
明
示
的
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
権
限
の
所
在
に
つ
い
て
、
基
本
法
の

憲
法
構
造
に
着
目
し
、
民
主
的
正
統
化
が
最
も
強
力
に
働
い
て
い
る
機
関
で
あ
る
議
会
に
推
定
を
及
ぼ
す
。
他
方
で
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ

ル
デ
の
用
語
法
に
お
け
る
制
度
的
お
よ
び
作
用
的
正
統
性
の
段
階
に
お
い
て
民
主
制
原
理
を
強
調
し
、
そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関

が
備
え
る
手
続
構
造
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
権
限
の
配
分
を
行
う
見
解
が
登
場
す
る
。
例
え
ば
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
三
形
態
の
民

主
的
正
統
性
か
ら
な
る
民
主
的
正
統
化
の
構
造
的
枠
組
み
を
提
示
す
る
一
方
で
、
行
政
も
議
会
と
同
じ
く
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
機

関
で
あ
る
と
し
、
規
律
内
容
に
お
け
る
本
質
的
事
項
か
非
本
質
的
事
項
で
あ
る
か
を
規
準
に
、
議
会
と
行
政
の
権
限
を
配
分
す
る
。
オ

ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
同
じ
く
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
行
政
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
上
所
与
の
機
能
領
域
を
措
定
す
る

こ
と
で
、
法
定
立
作
用
の
権
限
分
配
の
段
階
で
、
機
関
の
特
性
に
応
じ
て
議
会
の
規
律
領
域
と
行
政
の
規
律
領
域
を
内
容
的
に
区
分
し
、

そ
れ
を
三
つ
の
法
形
式
、
す
な
わ
ち
法
律
、
法
規
命
令
、
行
政
規
則
に
対
応
さ
せ
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
行
政
規
則
の
制

定
は
、
憲
法
上
の
始
原
的
ま
た
は
自
律
的
な
行
政
の
命
令
権
限
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
の
見

解
は
、
構
造
と
し
て
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
議
論
に
則
る
も
の
の
、
法
治
国
原
理
か
ら
の
要
請
を
権
利
保
護
に
集
中
し
、
民
主
制
原
理

か
ら
の
要
請
も
よ
り
柔
軟
に
把
握
し
た
う
え
で
、
国
家
全
体
の
機
能
性
を
高
め
る
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
て
機
関
の
実
際
上
の
特
性
に

重
点
を
置
く
こ
と
で
、
議
会
に
よ
る
規
律
に
適
し
た
本
質
的
事
項
を
よ
り
具
体
的
に
特
定
す
る
方
向
へ
と
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
の
民
主
制
原
理
の
働
き
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
、「
よ
り
民
主
的
」
な
手
続
を
採
用
し
え
な
い
議
会
に
は
非
本
質
的
事
項
の
規

律
は
適
さ
な
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
・
行
政
の
規
律
事
項
の
拡
大
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
行
政
の
自
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律
的
な
規
範
制
定
権
限
が
、
基
本
法
に
照
ら
し
て
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
る
こ
と
に
、
ま
ず
は
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
の
学
説
は
、
憲
法
レ
ベ
ル
で
の
議
会
と
行
政
の
権
限
分
配
論
を
背
景
に
据
え
つ
つ
も
、
法

律
の
解
釈
か
ら
発
見
さ
れ
る
法
律
に
よ
る
授
権
に
定
位
す
る
こ
と
で
、
そ
の
授
権
に
基
づ
い
た
規
範
制
定
裁
量
の
行
使
と
し
て
法
規
命

令
と
行
政
規
則
を
捉
え
、
そ
し
て
、
そ
の
授
権
規
定
の
規
律
密
度
に
従
っ
て
、
両
形
式
を
区
別
す
る
。
そ
こ
で
は
、
法
律
に
よ
る
授
権

が
決
定
的
と
な
る
。

　
行
政
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
規
範
の
法
的
拘
束
力
を
め
ぐ
る
論
証
と
そ
の
限
界

　

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
、
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
の
よ
う
に
憲
法
上
の
行
政
固
有
の
機
能
領
域
を
論

拠
と
す
る
場
合
、
規
律
内
容
の
性
質
に
応
じ
た
議
会
と
行
政
の
権
限
分
配
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
行
政

規
則
の
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
に
関
す
る
論
証
は
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
行
政
規
則
に
は
柔
軟
な
拘
束
力
が
あ

る
と
の
主
張
は
、
法
律
上
の
不
確
定
法
概
念
か
ら
行
政
の
判
断
余
地
を
導
き
出
す
こ
と
で
裁
判
所
の
統
制
密
度
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う

意
味
に
お
け
る
規
範
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
民
主
制
原
理
に
定
位
し
た
権
限
分
配
論
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

　

他
方
、
規
範
授
権
理
論
は
、
規
範
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
り
、
法
律
の
解
釈
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
民
主
的
立
法
者
た
る
議
会

に
よ
る
授
権
の
存
在
に
重
き
を
置
き
、
立
法
者
に
よ
る
行
政
と
裁
判
所
の
権
限
配
分
と
し
て
、
す
な
わ
ち
両
機
関
間
で
の
最
終
決
定
権

限
の
所
在
と
し
て
、
問
題
を
構
造
化
す
る
。
し
か
し
、
規
範
授
権
理
論
に
則
っ
た
と
し
て
も
、
行
政
規
則
そ
れ
自
体
が
法
的
拘
束
力
を

備
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
拘
束
力
が
差
異
化
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
論
証
は
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
法
律
に

よ
る
授
権
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
却
っ
て
、
授
権
の
存
在
と
規
範
の
法
的
拘
束
力
の
連
関
を
際
立
た
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
同
理
論
の
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
民
主
的
立
法
者
の
授
権
が
見
い
だ
せ
る
場
合
、
裁
判
所
に
よ
る
原
則
と
し
て
完
全
な
審
査
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（
基
本
法
一
九
条
四
項
）
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
行
政
規
則
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
の
授
権
こ
そ

が
、
裁
判
所
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
の
根
拠
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
授
権
の
位
置
づ
け
は
、
法
規
命

令
と
行
政
規
則
を
規
範
制
定
裁
量
の
行
使
と
し
て
包
括
的
に
捉
え
て
い
る
が
故
に
、
法
規
命
令
が
法
的
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
根
拠
に

も
繋
が
る
。
も
っ
と
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
法
規
命
令
は
、「
実
質
的
意
味
の
法
律
」
に
含
ま
れ
る
た
め
に
、
裁

判
所
に
対
す
る
一
般
的
拘
束
力
を
有
す
る
手
法
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
実
質
的
意
味
の
法
律
」
概
念
の
放
棄

と
い
う
立
場
を
貫
徹
す
る
な
ら
ば
、
法
規
命
令
の
法
的
拘
束
力
の
根
拠
は
、
基
本
法
八
〇
条
一
項
に
定
め
ら
れ
た
形
式
的
要
件
を
満
た

し
た
法
律
に
よ
る
授
権
の
存
在
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
実
質
的
意
味
の
法
律
」
概
念
に
包
摂
さ
れ
る

が
故
に
、
法
規
命
令
は
、
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
を
備
え
る
の
で
は
な
い
。
行
政
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
規
範
の
法
的
拘
束
力
の
有
無

は
、
議
会
の
議
決
を
経
た
法
律
に
よ
る
授
権
の
有
無
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
日
本
の
議
論
に
与
え
る
示
唆

　

前
章
で
検
討
さ
れ
た
ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
学
説
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
他
様
々
な
立
場
か
ら
も
議
論
が
展
開
さ
れ
よ
う
が
、
本

稿
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
素
材
か
ら
、
わ
が
国
の
議
論
に
対
し
て
示
唆
を
与
え
る
も
の
が
導
き
出
さ
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
法
律

に
よ
る
授
権
を
決
め
手
と
し
て
、
行
政
が
制
定
し
た
規
範
に
は
裁
判
所
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
議
論
構
造
に
照
ら
せ
ば
、
わ
が
国
で
は
日
本
国
憲
法
の
規
定
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
。

　

日
本
国
憲
法
に
お
い
て
、
行
政
に
よ
り
定
立
さ
れ
た
規
範
に
対
す
る
授
権
規
定
は
、
憲
法
七
三
条
六
号
の
み
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、

内
閣
が
制
定
す
る
「
政
令
」
を
対
象
と
す
る
に
留
ま
り
、
具
体
的
な
授
権
の
要
件
を
明
示
す
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
基
本
法
八
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〇
条
一
項
に
比
肩
し
得
る
条
項
と
し
て
、「
唯
一
の
立
法
機
関
」
を
定
め
た
憲
法
四
一
条
が
あ
る
。

　

国
会
は
「
唯
一
の
立
法
機
関
」（
憲
法
四
一
条
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
始
原
的
法
定
立
権
限
が
成
立
す
る
余
地
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
法
秩
序
を
構
成
す
る
法
規
範
の
す
べ
て
を
「
法
律
」
の
形
式
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
行
政
に
よ
る
規
範
定
立
に
相
応
す
る
形
式
は
、
日
本
国
憲
法
上
で
は
、「
政
令
」
と
「
命
令
」
で
あ
る
。
政
令
は
そ

の
制
定
権
限
が
内
閣
に
特
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
憲
法
八
一
条
に
お
い
て
、「
命
令
」
は
「
法
律
」
と
「
規
則
又
は
処
分
」
の
間
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
命
令
」
は
、「
政
令
」
を
含
む
行
政
機
関
一
般
に
よ
る
規
範
制
定
形
式
を
意
味
す
る
も
の
と
解

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
裁
判
官
は
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
以
上
（
憲
法
七
六
条
三
項
）、
法
律
に
お
け
る
授
権
規
定
に
も
裁
判
所
は
拘
束
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
そ
の
授
権
に
基
づ
き
定
立
さ
れ
た
規
範
に
、
原
則
と
し
て
裁
判
所
は
従
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
他
方
、
法
律
に
よ
る
授

権
の
な
い
規
範
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
は
従
う
必
要
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
行
政
が
制
定
し
た
規
範
が
裁
判
所
に
対
し
て
有
す
る
拘
束

力
と
は
、
そ
の
規
範
そ
れ
自
体
が
固
よ
り
備
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
な
る
。

　

以
上
の
理
解
を
、
実
質
的
法
律
概
念
に
紐
づ
け
ら
れ
た
「
法
規
命
令
」
と
「
行
政
規
則
」
の
二
分
論
の
用
語
法
に
仮
に
当
て
は
め
る

な
ら
ば
、
実
定
法
上
の
「
命
令
」
の
形
式
の
う
ち
、
講
学
上
は
、
法
律
に
よ
る
授
権
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
も
の
が
、「
法
規
命
令
」

と
さ
れ
、
他
方
で
、
そ
う
し
た
授
権
な
く
制
定
さ
れ
た
規
範
が
「
行
政
規
則
」
と
再
定
位
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
残
さ
れ
た
課
題

　
「
一
国
の
法
秩
序
は
、
種
々
の
法
規
範
か
ら
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
法
規
範
は
、
お
の
お
の
分
離
・
独
立
し
な
い
で
、
相
互
に
相
関

連
し
て
一
つ
の
統
一
的
な
構
造
を
な
し
て
い
る
」。
法
規
範
を
定
立
す
る
一
連
の
国
家
活
動
（
立
法
作
用
）
の
中
で
、
規
範
の
制
定
者

や
制
定
手
続
と
い
っ
た
形
式
面
で
の
違
い
に
応
じ
て
区
別
さ
れ
た
も
の
が
、
通
例
、「
立
法
の
諸
形
式
」
や
「
国
法
の
諸
形
式
」
と
い

（
140
）

（
141
）

（
142
）
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っ
た
個
別
の
章
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
国
法
秩
序
の
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
法
形
式
に
つ

い
て
、
個
別
的
・
静
態
的
な
把
握
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
公
法
を
と
り
ま
く
状
況
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
法
律
に
よ
る
授
権
は
様
々
な
現
象
に
お
い
て
も
問
題
と
な
り
う
る
。
例
え

ば
「
民
間
化
」
論
と
の
関
連
で
は
、
授
権
の
名
宛
人
で
あ
っ
た
機
関
が
民
間
化
し
た
こ
と
が
わ
が
国
の
判
例
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る

現
状
も
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
応
用
的
発
展
的
な
議
論
を
す
る
前
提
と
し
て
、
憲
法
の
位
層
、
法
律
の
位
層
で
法
規
命
令
に
投
入
可
能
な
機

能
の
選
定
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、
法
律
に
よ
る
授
権
に
基
づ
く
裁
判
所
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
は
、
そ
の
機
能

の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
講
学
上
の
概
念
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
憲
法
解
釈
上
、
法
規
命
令
や
行
政
規
則
の
要
件
の

み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
が
備
え
る
機
能
を
定
め
、
そ
の
利
用
可
能
な
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
議
論
さ
れ
て
き
た
授
権
規
定
の
規
律
密
度
の
問
題
も
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
基
本
権
関
連
性
と
い

っ
た
要
素
を
摘
出
し
て
、
そ
れ
に
照
ら
し
て
、
密
度
の
程
度
を
測
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
事

例
の
集
積
を
待
つ
ほ
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

Fritz O
ssenbühl, Gesetz und V

erordnung im
 gegenw

ärtigen Staatsrecht, in: Gunnar Folk Schuppert　
（H

rsg.), D
as Ge-

setz als zentrales Struerungsinstrum
ent des Rechtsstaates, 1998, S. 32.

基
本
法
下
の
議
論
で
は
一
般
的
に
、
法
規
命
令
は
「
法
律
の
留
保
」
原
則
と
の
関
係
で
検
討
さ
れ
る
。
例
え
ば
マ
ウ
ラ
ー
の
標
準
的
教
科
書

を
紐
解
い
て
も
、「
法
律
に
よ
る
行
政
」
の
原
理
の
箇
所
に
は
、「
法
律
の
法
規
創
造
力
」
原
則
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。V

gl. M
aurer, a. a. O

. 
(A

nm
. 33), S.123ff.

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
未
だ
推
測
の
域
を
で
な
い
が
、
基
本
法
下
で
は
、
憲
法
構
造
の
転
換
に
伴
っ
て
形
式
的
法
律
概

念
一
元
主
義
が
採
ら
れ
た
た
め
に
、
議
会
に
よ
る
法
規
創
造
力
の
独
占
を
唱
え
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

V
gl. K

laus Stern, D
as Staatsrecht der Bundesrepublik D

eutschland, Band 2, 1980, S. 568; Fritz O
ssenbühl, in: Josef  
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Isensee/Paul K
irchhof

（H
rsg.), H

StR V
, 3. A

ufl., 2007, 

§100 Gesetz und Recht, S. 141.

基
本
法
に
お
い
て
は
、„Eingriff

“の
訳
語
そ
れ
自
体
に
も
、
そ
の
語
義
か
ら
し
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
一
般
的

に
定
着
し
て
い
る
と
い
う
理
由
の
み
か
ら
、「
侵
害
」
の
訳
を
採
る
。
参
照
、
高
田
敏
『
法
治
国
家
観
の
展
開
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
六

六
頁
。

D
ietrich Jesch, Gesetz und V

erw
altung, 2. A

ufl. 1968, S. 64, 169ff.
Jesch, a. a. O

. (A
nm

.53), S. 170.
Jesch, a. a. O

. (A
nm

.53), S. 173.
Jesch, a. a. O

. (A
nm

.53), S. 204f.
Jesch, a. a. O

. (A
nm

.53), S. 175.
Jesch, a. a. O

. (A
nm

.53), S. 196ff.
Jesch, a. a. O

. (A
nm

.53), S. 205.
Jesch, a. a. O

. (A
nm

.53), S. 186f.
E

rnst-W
olfgang Böckenförde, in: Josef Isensee/ Paul K

irchhof

（H
rsg.), H

andbuch des Staatsrechts der Bundesrepu-
blik D

eutschland, Band 2, 3. A
ufl., 2004, 

§24 D
em

okratie als V
erfassungsprinzip, S. 430.

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 61), S. 433f.

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 61), S. 434.

［
同
内
容
の
講
演
の
邦
訳
と
し
て
、E. -W

.

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
（
高
田
篤
訳
）「
国
家
形
態

お
よ
び
統
治
形
態
と
し
て
の
民
主
制
原
理
」
初
宿
正
典
編
訳
『
現
代
国
家
と
憲
法
・
自
由
・
民
主
制
』（
風
行
社
、
一
九
九
九
年
）
二
一
三
頁
］

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 61), S. 436.

［
邦
訳
二
一
四
頁
］

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 61), S. 437f.

［
邦
訳
二
一
六
頁
］

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 61), S. 438ff.

［
邦
訳
二
一
六
頁
以
下
］

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 61), S. 443.

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 12), S.13, Fn. 1.

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 61), S. 487f.
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Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 12), S. 377ff.

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 12), S. 399f.

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
が
同
書S. 400, Fn. 72

に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
の
は
、「
国
民
立
法

府
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
最
高
の
法
命
題
〔oberste Rechtssätze

〕」
と
し
て
法
律
を
位
置
づ
け
た
、
ド
イ
ツ
国
法
学
者
大
会
に
お
け
る
ヘ
ル

マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
報
告
で
あ
る
。V

gl. H
erm

ann H
eller, D

er Begriff des Gesetzes in der Reichsverfassung, V
V

D
StL 4, 1928, S. 

134. 
「
法
律
」
は
、
国
民
代
表
か
ら
な
る
議
会
に
よ
り
成
立
す
る
た
め
に
、
高
度
の
民
主
的
な
正
統
性
を
確
保
し
て
い
る
と
理
解
す
る
点
に
お
い

て
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
ヘ
ラ
ー
の
法
律
概
念
を
受
容
し
て
い
る
も
の
と
評
せ
よ
う
。
な
お
、
同
報
告
の
結
語
に
お
い
て
、
ヘ
ラ
ー
は
、「
高

め
ら
れ
た
妥
当
力
〔erhöhtere Geltungskraft

〕」
を
法
律
が
有
す
る
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
段
階
説
と
同
一
視
さ
れ
る
こ

と
を
拒
否
し
て
い
る
（S.202ff.

）。
こ
れ
は
、
ヘ
ラ
ー
か
ら
す
れ
ば
、「
高
め
ら
れ
た
妥
当
力
」
は
、
法
律
の
実
質
的
絶
対
的
上
位
性
に
由
来
す

る
の
で
あ
っ
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
段
階
説
に
お
け
る
相
対
的
上
位
性
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
な
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
ヘ

ラ
ー
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
法
律
と
法
律
以
下
の
形
式
が
段
階
構
造
の
関
係
に
あ
る
点
ま
で
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 12), S. 393ff.

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 12), S. 394.

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 12), S. 397.

も
っ
と
も
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、「
理
論
的
に
は
」、
本
質
的
で
は
な
い
問
題
に
つ
い
て
、

始
原
的
な
外
部
効
果
を
も
つ
規
範
を
制
定
す
る
権
限
を
行
政
に
与
え
う
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
（S. 397, Fn. 66

）。
こ
の
方
向
で
議
論
を
展
開

し
た
も
の
と
し
て
参
照
、H

ans-D
etlef H

orn, D
ie grundrechtsunm

ittelbare V
erw

altung, 1999; Christian Seiler, D
er einheitliche 

Parlam
entsvorbehalt, 2000.

Böckenförde, a. a. O
. (A

nm
. 12), S. 394, Fn. 60.

オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
行
政
規
則
論
に
つ
い
て
、
平
岡
久
「
ボ
ン
基
本
法
下
に
お
け
る
行
政
規
則
に
関
す
る
学
説
（
二
）」
阪
大
法
学
一
〇

二
号
（
一
九
七
七
年
）
一
六
九
頁
以
下
、
赤
間
聡
「
科
学
技
術
法
領
域
に
お
け
る
法
律
の
留
保
」
青
山
法
学
論
集
五
一
巻
三
・
四
合
併
号
（
二
〇

一
〇
年
）
二
九
一
頁
以
下
。

オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
法
源
論
に
つ
い
て
も
業
績
が
あ
り
、
そ
の
議
論
と
の
関
連
性
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。V

gl. O
ssenbühl, a. a. 

O
. (A

nm
. 49), S. 311f.

し
か
し
、
本
稿
で
は
、
各
形
式
の
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
に
つ
い
て
の
議
論
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
た
め
、
オ
ッ
セ

ン
ビ
ュ
ー
ル
の
法
源
論
そ
の
も
の
の
検
討
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
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Fritz O
ssenbühl, V

erw
altungsvorschriften und Grundgesetz, 1968, S. 207f.

も
っ
と
も
、
同
書
に
お
い
て
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル

は
、
憲
法
構
造
の
転
換
に
基
づ
き
議
会
と
行
政
の
関
係
が
変
化
し
た
と
い
う
イ
エ
ッ
シ
ュ
の
主
張
に
つ
い
て
、
見
解
の
相
違
は
な
い
と
し
て
い
る

（S. 200

）。

Fritz O
ssenbühl, in: H

StR V
, 3. A

ufl., 2007, 

§101 V
orrang und V

orbehalt des Gesetzes, S. 205.
O

ssenbühl, a. a. O
. (A

nm
. 78), S. 167.

O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 78), S. 180, 227.

基
本
法
の
憲
法
構
造
に
お
いて
民
主
制
原
理
に
重
点
を
置
く
こ
と
で
全
部
留
保
説
を
提
唱
し
た
イ
エ
ッ
シ
ュ
（Jesch, a. a. O

. (A
nm

. 53)

）

に
対
し
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、
行
政
権
の
民
主
的
正
統
性
で
も
っ
て
反
論
し
、
そ
の
一
方
で
、
法
治
国
原
理
に
基
づ
き

全
部
留
保
説
を
展
開
し
た
ル
ッ
プ
に
対
し
て
は
（H
einrich R

upp, Grundfragen der heutigen V
erw

altungsrechtslehre, 1965

）、
今

日
の
「
自
由
」
と
は
、
国
家
に
よ
る
介
入
の
不
存
在
だ
け
で
な
く
、
国
家
に
よ
る
給
付
へ
の
関
与
も
意
味
す
る
と
し
て
反
論
す
る
。V

gl. O
ssen-

bühl, a. a. O
. (A

nm
. 78), S. 210ff.; ferner ders., a. a. O

. (A
nm

. 79), S. 194f.
Fritz O

ssenbühl, A
ktuelle Problem

e der Gew
altenteilung, D

Ö
V

 1980, S. 547.

も
っ
と
も
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
本
質
性

理
論
を
結
節
点
と
し
て
法
律
の
留
保
と
議
会
留
保
を
一
体
化
し
て
把
握
す
る
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
見
解
と
は
結
論
に
お
い
て
距
離
を
取
る
。
な

ぜ
な
ら
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
枠
組
み
で
は
、
議
会
と
行
政
の
規
律
領
域
は
本
質
的
事
項
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
区
別
さ
れ
る
た
め
、

「
法
律
の
留
保
」
は
、「
本
質
的
な
」
侵
害
に
限
定
さ
れ
、「
非
本
質
的
な
」
侵
害
は
、
法
律
の
留
保
の
射
程
外
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
枠
組
み
で
は
、「
法
律
の
留
保
」
と
い
う
概
念
装
置
が
そ
も
そ
も
目
的
と
し
て
い
た
「
侵
害
」
行
為
へ
の
議
会
関
与
と
い
う
機

能
が
後
退
し
て
し
ま
う
と
い
う
。V

gl. O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 79), S. 207.
O

ssenbühl, a. a. O
. (A

nm
. 78), S. 210ff.

O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 79), S. 199f.

こ
こ
で
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
お
け
る

「
法
律
の
留
保
」
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
、
民
主
制
原
理
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
拡
張
に
あ
た
っ
て
の
規
準
は
、
後
年
、「
機
能
に
適
し
た
機
関
構
造
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
で
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
そ
の
内
部
構
造
や
人
員
、
活
動
方
法
、
遵
守
さ
れ
る
べ
き
決
定
プ
ロ
セ
ス
等
に
鑑
み
、
当
該
活
動
を
担
う
に
あ
た
っ
て
正
統
性
を
も
ち
、
準
備

の
あ
る
機
関
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
国
家
任
務
お
よ
び
決
定
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
家
の
諸
機
能
は
分
配
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」。V

gl. O
ssen-
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bühl, a. a. O
. (A

nm
. 79), S. 212; O

tto K
ünster, D

as Gew
altenproblem

 im
 m

odernen Staat, A
öR 75, 1949, S. 397ff.; T

hom
as 

von D
anw

itz, D
er Grundsatz funktiongerechter O

rganstruktur, D
er Staat 35, 1996, S. 329ff.

O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 50), S.42.
V

gl. Fritz O
ssenbühl, D

ie N
ot des Gesetzgebers im

 naturw
issenschaftlich-technischen Zeitalter, 2000.

Fritz O
ssenbühl, in: H

StR V
, 3. A

ufl., 2007, 

§103 Rechtsverordnung, S. 268.
O

ssenbühl, a. a. O
. (A

nm
. 89), S. 268.

O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 89), S. 270f.
O

ssenbühl, a. a. O
. (A

nm
. 78), S. 166ff., S. 181.

O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 89), S. 271f., ders., a. a. O
. (A

nm
. 43), S. 335.

オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
に
と
っ
て
、「
法
律
従
属
性
〔Ge-

setzesabhängigkeit

〕」
と
は
、
行
政
の
命
令
制
定
権
限
の
内
容
と
範
囲
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
法
的
根
拠
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
憲
法
上
の
機
能
領
域
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
が
「
始
原
的
〔originär

〕」
と
表
現
さ
れ
る
。V

gl. O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 79), 
S. 213 Fn. 172.

こ
れ
に
対
し
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
法
定
立
が
「
始
原
的
」
で
あ
る
こ
と
と
「
法
律
従
属
的
」
で
あ
る
こ
と
を
、
法
的
根

拠
の
有
無
に
応
じ
て
使
っ
て
い
る
（Böckenförde, a. a. O

. (A
nm

. 12), S. 397

）。
こ
の
点
で
、
両
者
の
用
語
法
が
異
な
っ
て
い
る
点
に
注
意

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 78), S. 502.
O

ssenbühl, a. a. O
. (A

nm
. 43) S. 326.

O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 43), S. 338.
O

ssenbühl, a. a. O
. (A

nm
. 43), S. 341f.

な
お
、
行
政
機
関
に
対
す
る
拘
束
力
が
問
題
と
な
る
場
合
、
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
と
は
異

な
る
条
件
が
導
き
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
行
政
機
関
は
科
学
技
術
の
進
歩
に
合
わ
せ
て
行
政
規
則
を
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
典
型
的
で

は
な
い
事
実
関
係
が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
限
り
、
規
範
を
具
体
化
す
る
行
政
規
則
を
遵
守
し
な
い
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
内
容
に
関
す
る
記
述
は
、
第
二
版
で
は
存
在
せ
ず
、
第
三
版
か
ら
加
筆
さ
れ
た
。V

gl. O
ssenbühl, a. a. O

. (A
nm

. 43), S. 344f.

こ

の
説
明
か
ら
は
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
見
解
は
、
判
断
余
地
説
の
よ
う
な
規
範
論
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
離
れ
、
不
確
定
法
概
念
か
ら
立
法
者
に
よ

る
法
律
上
の
授
権
を
見
出
す
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
移
行
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
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例
え
ば
、O

ssenbühl, a. a. O
. (A

nm
. 78), S. 244ff.

で
は
、「
給
付
行
政
が
原
則
と
し
て
許
容
さ
れ
る
こ
と
」
を
導
き
出
す
た
め
に
「
拡

張
さ
れ
た
法
律
留
保
説
」
や
「
行
政
の
機
能
領
域
論
」
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

A
rm

in von Bogdandy, Gubernative Rechtssetzung, 2000.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 28ff.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 34.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 35ff.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 38.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 201.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 199.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 201f.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 212.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 201f.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 312ff.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 209.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 245.
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 456.

こ
こ
で
の
ボ
グ
ダ
ン
デ
ィ
の
所
論
は
、
前
記
の
一
九
九
一
年
五
月
三
〇
日
欧
州
司
法
裁
判
所
判
決
を
明
確
に
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。V

gl. 
von Bogdandy, a. a. O

. (A
nm

. 100), S. 468, Fn. 108.

そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
所
論
に
お
い
て
論
理
的
な
一
貫
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

von Bogdandy, a. a. O
. (A

nm
. 100), S. 468f.

von Bogdandy, a. a. O
. (A

nm
. 100), S. 245.

von Bogdandy, a. a. O
. (A

nm
. 100), S. 487.

U
lrich K

arpen, Buchbesprechung, D
V

Bl 2001, S. 1337.
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N
ierhaus, a. a. O

. (A
nm

. 28), Rn. 87.; siehe auch H
artm

ut M
aurer, D

er V
erw

altungsvorbehalt, V
V

D
StRL 43, 1985, S. 

162.

こ
の
指
摘
は
、
先
の
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
見
解
に
も
当
て
は
ま
る
。

E
berhard Schm

idt-A
ßm

ann, D
as allgem

eine V
erw

altungsrecht als O
rdnungsidee, 2. A

ufl., 2004, S. 98.

［
邦
訳
と
し
て
、

エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
（
太
田
匡
彦
・
大
橋
洋
一
・
山
本
隆
司
訳
）『
行
政
法
理
論
の
基
礎
と
課
題
─
秩
序
づ
け
理
念
と
し

て
の
行
政
法
総
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
九
八
頁
以
下
］

Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 120), S. 199f. ［
邦
訳
二
〇
一
頁
］

Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 120), S. 207. ［
邦
訳
二
〇
八
頁
以
下
］

Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 120), S. 209. 

［
邦
訳
二
一
〇
頁
以
下
］
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
に
と
っ
て
「
裁
量
」

と
は
、
従
来
の
見
解
の
よ
う
な
区
分
、
す
な
わ
ち
構
成
要
件
レ
ベ
ル
の
裁
量
（
不
確
定
法
概
念
・
判
断
余
地
）
と
法
効
果
レ
ベ
ル
の
裁
量
を
包
摂

す
る
概
念
で
あ
る
。

E
berhard Schm

idt-A
ßm

ann, V
erw

altungsrechtliche D
ogm

atik, 2013, S.60f.
E

berhard Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 124), S.61.
E

berhard Schm
idt-A

ßm
ann, D

ie Rechtsverordnung in ihrem
 V

erhältnis zu Gesetz und V
erw

altungsvorschrift, in: 
ders., A

ufgaben und Perspektiven verw
altungsrechtlicher Forschung:　

A
ufsätze 1975-2005, 2006, S. 141,150.

［
邦
訳
と
し
て
、

エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
（
内
野
美
穂
・
⻆
松
生
史
訳
）「
法
規
命
令
─
法
律
お
よ
び
行
政
規
則
と
の
関
係
に
お
い
て
」
神
戸

法
学
雑
誌
六
〇
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
六
九
頁
］; Schm

idt-A
ßm

ann, a. a. O
. (A

nm
. 124), S.74.

H
artm

ut M
aurer, D

as verordnungsvertretende Gesetz, in: Josef Isensee/H
eltm

ut Lecheler

（H
rsg.), Freiheit und Ei-

gentum
, F. S. für W

alter Leisner, 1999, S. 584.
Schm

idt-A
ßm

ann, a. a. O
. (A

nm
. 126), S. 153f.

［
邦
訳
四
六
六
─
四
頁
］
そ
し
て
本
質
性
理
論
と
議
会
留
保
、
法
律
留
保
の
問
題
を

連
関
さ
せ
て
理
解
す
る
立
場
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
は
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
理
解
に
接
近
す
る
。

Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 126), S. 154.

［
邦
訳
四
六
四
頁
］

Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 120), S. 328f. ［
邦
訳
三
二
七
頁
］

Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 124), S.75f.; Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 125), S. 329f. ［
邦
訳
三
二
七
頁
以
下
］
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Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 126), S. 155.

［
邦
訳
四
六
三
頁
］; Schm

idt-A
ßm

ann, a. a. O
. (A

nm
. 124), S.75f.

Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 126), S. 154f.

［
邦
訳
四
六
四
─
三
頁
］

E
berhard Schm

idt-A
ßm

ann, in: T
heodor M

aunz/Günter D
ürig/Peter Badura/U

do D
i Fabio/M

atthias H
erdegen/

Rom
an H

erzog/H
ans H

. K
lein/Stefan K

orioth/Peter Lerche/H
ans-Jürgen Papier/A

lbert Randelzhofer/ders. /Rupert 
Scholz

（H
rsg.), Grundgesetz K

om
m

entar, A
rt. 19 A

bs. 4, Rn. 185ff.
Schm

idt-A
ßm

ann, a. a. O
. (A

nm
. 120), S. 217f. ［

邦
訳
二
一
八
頁
以
下
］

BV
erfGE 95, 1.

BV
erfGE 95, 1, 14f.

例
え
ば
、BV

erfGE 34, 52

は
、
規
範
定
立
と
い
う
憲
法
上
の
任
務
に
か
か
る
憲
法
制
定
者
の
決
定
は
、
そ
れ
を
議
会
に
割
当
て
る
こ
と
で

あ
っ
た
と
言
及
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、BV

erfGE 49, 89

は
、
行
政
に
対
す
る
立
法
の
包
括
的
優
位
を
否
定
す
る
た
め
に
、
執
行
権
が
制
度
お
よ

び
作
用
的
民
主
的
正
統
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
。
民
主
的
正
統
化
の
そ
の
他
の
形
態
も
含
め
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
の
分
析
に

つ
い
て
、
太
田
匡
彦
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
民
主
政
的
正
統
化
（dem

okratische Legitim
ation

）
思
考
の
展
開
」
藤
田
ほ
か

編
『
憲
法
論
集
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
三
五
一
頁
以
下
参
照
。

Schm
idt-A

ßm
ann, a. a. O

. (A
nm

. 125), S. 148f.

［
邦
語
四
七
一
頁
］

清
宮
・
前
掲
註（
5
）三
八
一
頁
。

清
宮
・
前
掲
註（
5
）三
八
一
頁
。

小
嶋
和
司
『
憲
法
概
観
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）
八
七
頁
以
下
。

例
え
ば
、
最
一
小
判
平
成
二
二
年
九
月
二
七
日
（
裁
判
集
刑
三
〇
一
号
二
八
一
頁
）
参
照
。

環
境
法
を
参
照
領
域
に
設
定
し
、
こ
の
作
業
を
行
う
も
の
と
し
て
、Johannes Saurer, D

ie Funktion der Rechtsverordnung, 2005.
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